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(57)【要約】
　ＵＥの非アクティブ状態の検出と報告に関する様々な
方法、装置およびシステムが開示される。１つの例示の
方法は、基地局の分散型ユニットによって実行される。
基地局は、集中型ユニットをさらに含む。この方法は、
ユーザデータを搬送するために分散型ユニットとユーザ
機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベ
アラの活動を監視すること（１００２）と、集中型ユニ
ットに、１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示
す標識を含む報告メッセージを送信すること（１００４
）とを含む。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局の分散型ユニット（２１２、３１２）における方法であって、前記基地局は集中
型ユニット（２１６、３１６）をさらに含み、前記方法は、
　ユーザデータを搬送するために前記分散型ユニットとユーザ機器（２１０、３１０）と
の間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視すること（１００２）
と、
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを前記
集中型ユニットに送信すること（２０２、３０２ａ、１００４）とを含む方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまたは複数
のデータ無線ベアラのそれぞれについて、それぞれのデータ無線ベアラが非アクティブで
あるか否かに関するそれぞれの標識を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記報告メッセージは、Ｆ１インターフェースを介して送信される、請求項１または２
に記載の方法。
【請求項４】
　特定のデータ無線ベアラの活動を監視することが、
　少なくとも閾値期間、前記特定のデータ無線ベアラを介して前記ユーザ機器（２１０、
３１０）と前記分散型ユニット（２１２、３１２）との間でユーザデータが送信されてい
ないと判定すること（２０１、３０１）を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項５】
　前記基地局は１つまたは複数の分散型ユニット（２１２、２１４、３１２）をさらに含
み、前記方法は、
　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニット（２１２、３１２
）から、ユーザデータを搬送するために前記第１の分散型ユニットとユーザ機器（２１０
、３１０）との間に確立された１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む報告メッセージを受信すること（１３１２、２０２）を含む方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまた
は複数の第１のデータ無線ベアラのそれぞれについて、前記それぞれの第１のデータ無線
ベアラが非アクティブであるか否かに関するそれぞれの標識を含む、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記報告メッセージは、Ｆ１インターフェースを介して受信される、請求項５または６
に記載の方法。
【請求項８】
　特定のデータ無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記特定の無線ベ
アラを削除すること（２０３、３０３）をさらに含む、請求項５から７のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ機器に関連するすべてのデータ無線ベアラが非アクティブであるとの判定に
応答して、前記ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始すること（２０３、３０
３）をさらに含む、請求項５から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの１つまたは複数の第２の分散型ユニット
（２１４）からそれぞれの報告メッセージを受信すること（２０２ａ）をさらに含み、前
記それぞれの報告メッセージは、ユーザデータを搬送するために前記１つまたは複数の第
２の分散型ユニットと前記ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数の第２のデータ
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無線ベアラの活動を示すそれぞれの標識を含む、請求項５から９のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２の無線ベアラを含む、前記ユーザ機器に関連するすべてのデータ無
線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記ユーザ機器が非アクティブであ
ると判定することをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局から報告メッセージを
受信することをさらに含み、前記報告メッセージは、ユーザデータを搬送するために前記
第２の基地局と前記ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの
活動を示す標識を含む、請求項５から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局に報告メッセージを送
信することをさらに含み、前記報告メッセージは、前記１つまたは複数のデータ無線ベア
ラの活動を示す標識を含む、請求項５から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　基地局の集中型ユニット（２１６、３１６）における方法であって、前記基地局は分散
型ユニット（２１２、２１４、３１２）をさらに含み、ユーザデータを搬送するために前
記基地局とユーザ機器（２１０、３１０）との間に１つまたは複数の無線ベアラが確立さ
れ、前記集中型ユニットはユーザプレーンエンティティとコントロールプレーンエンティ
ティとを実装し、前記方法は、前記ユーザプレーンエンティティにおいて、前記１つまた
は複数の無線ベアラの活動を監視すること（１６１２）を含む方法。
【請求項１５】
　前記ユーザプレーンエンティティにおいて、前記１つまたは複数の無線ベアラの活動を
示す標識を含む報告メッセージを前記コントロールプレーンエンティティに送信すること
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記コントロールプレーンエンティティにおいて、
　特定の無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記特定の無線ベアラを
削除することをさらに含む、請求項１４または１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記コントロールプレーンエンティティにおいて、
　前記ユーザ機器に関連するすべての無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答し
て、前記ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始することをさらに含む、請求項
１４から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局に報告メッセージを送
信することをさらに含み、前記報告メッセージは前記１つまたは複数の無線ベアラの活動
を示す標識を含む、請求項１４または１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ユーザプレーンエンティティによって実行されるステップが、前記ユーザプレーン
エンティティのパケットデータコンバージェンスプロトコル（ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　
ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ））レイヤで実行される、請求項
１４から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまたは複数の無線
ベアラのそれぞれについて、前記それぞれの無線ベアラが非アクティブであるか否かに関
するそれぞれの標識を含む、請求項１４から１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　基地局のための分散型ユニット（２１２、３１２、１２００）であって、前記基地局は
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集中型ユニット（２１６、３１６）をさらに含み、前記分散型ユニットは処理回路（１２
０２）と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒体（１２０４）とを含み、前記命令は、
前記処理回路によって実行されると、前記分散型ユニットに、
　ユーザデータを搬送するために前記分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１
つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視させ（１００２）、
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを前記
集中型ユニットに送信させる（２０２、３０２ａ、１００４）、分散型ユニット。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまたは複数
のデータ無線ベアラのそれぞれについて、前記それぞれのデータ無線ベアラが非アクティ
ブであるか否かに関するそれぞれの標識を含む、請求項２１に記載の分散型ユニット。
【請求項２３】
　前記報告メッセージがＦ１インターフェースを介して送信される、請求項２１または２
２に記載の分散型ユニット。
【請求項２４】
　前記分散型ユニットは、
　少なくとも閾値期間、特定のデータ無線ベアラを介して前記ユーザ機器（２１０、３１
０）と前記分散型ユニットとの間でユーザデータが送信されていないと判定すること（２
０１、３０１）によって、前記特定のデータ無線ベアラの活動を監視させられる、請求項
２１から２３のいずれか一項に記載の分散型ユニット。
【請求項２５】
　基地局のための集中型ユニット（２１６、３１６、１５１０）であって、前記基地局は
１つまたは複数の分散型ユニット（２１２、２１４、３１２）をさらに含み、前記集中型
ユニットは、処理回路（１５１２）と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒体（１５１
４）とを含み、前記命令は、前記処理回路によって実行されると前記集中型ユニットに、
　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニット（２１２、３１２
）から、ユーザデータを搬送するために前記第１の分散型ユニットとユーザ機器（２１０
、３１０）との間に確立された１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む報告メッセージを受信させる（１３１２、２０２）、集中型ユニット。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまた
は複数の第１のデータ無線ベアラのそれぞれについて、前記それぞれの第１のデータ無線
ベアラが非アクティブであるか否かに関するそれぞれの標識を含む、請求項２５に記載の
集中型ユニット。
【請求項２７】
　前記報告メッセージはＦ１インターフェースを介して受信される、請求項２５または２
６に記載の集中型ユニット。
【請求項２８】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　特定のデータ無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記特定の無線ベ
アラを削除（２０３、３０３）させられる、請求項２５から２７のいずれか一項に記載の
集中型ユニット。
【請求項２９】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器に関連するすべてのデータ無線ベアラが非アクティブとの判定に応答し
て、前記ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始（２０３、３０３）させられる
、請求項２５から２８のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項３０】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの１つまたは複数の第２の分散型ユニット
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（２１４）からそれぞれの報告メッセージを受信（２０２ａ）させられ、前記それぞれの
報告メッセージは、ユーザデータを搬送するために前記１つまたは複数の第２の分散型ユ
ニットと前記ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数の第２のデータ無線ベアラの
活動を示すそれぞれの標識を含む、請求項２５から２９のいずれか一項に記載の集中型ユ
ニット。
【請求項３１】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記第１および第２の無線ベアラを含む、前記ユーザ機器に関連するすべてのデータ無
線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記ユーザ機器が非アクティブであ
ると判定させられる、請求項３０に記載の集中型ユニット。
【請求項３２】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局から報告メッセージを
受信させられ、前記報告メッセージは、ユーザデータを搬送するために前記第２の基地局
と前記ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む、請求項２５から３１のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項３３】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局に報告メッセージを送
信させられ、前記報告メッセージは前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す
標識を含む、請求項２５から３２のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項３４】
　基地局のための集中型ユニット（２１６、３１６、１８００）であって、前記基地局は
分散型ユニット（２１２、２１４、３１２）をさらに含み、前記集中型ユニットはユーザ
プレーンエンティティとコントロールプレーンエンティティとを実装し、前記集中型ユニ
ットは処理回路（１８０２）と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒体（１８０４）と
を含み、前記命令は、前記処理回路によって実行されると、前記集中型ユニットに前記ユ
ーザプレーンエンティティにおいて、
　ユーザデータを搬送するために前記基地局とユーザ機器（２１０、３１０）との間に１
つまたは複数の無線ベアラが確立されると、前記１つまたは複数の無線ベアラの活動を監
視させる（１６１２）、集中型ユニット。
【請求項３５】
　前記集中型ユニットは、さらに、前記ユーザプレーンエンティティにおいて、
　前記１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを前記コント
ロールプレーンエンティティに送信させられる、請求項３４に記載の集中型ユニット。
【請求項３６】
　前記集中型ユニットは、前記コントロールプレーンエンティティにおいて、
　特定の無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して前記特定の無線ベアラを削
除させられる、請求項３４または３５に記載の集中型ユニット。
【請求項３７】
　前記集中型ユニットは、さらに、前記コントロールプレーンエンティティにおいて、
　前記ユーザ機器に関連するすべての無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答し
て前記ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始させられる、請求項３４から３６
のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項３８】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局に報告メッセージを送
信させ、前記報告メッセージは前記１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す標識を含む
、請求項３４または３５に記載の集中型ユニット。
【請求項３９】
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　前記ユーザプレーンエンティティによって実行されるステップが、前記ユーザプレーン
エンティティのパケットデータコンバージェンスプロトコル（ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　
ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ））において実行される、請求項
３４から３７のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項４０】
　前記１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す前記標識が、前記１つまたは複数の無線
ベアラのそれぞれについて、前記それぞれの無線ベアラが非アクティブであるか否かに関
するそれぞれの標識を含む、請求項３４から３９のいずれか一項に記載の集中型ユニット
。
【請求項４１】
　基地局のための分散型ユニット（２１２、２１４、３１２、１１００、１２００）であ
って、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法を実行するように設定された分散型ユ
ニット。
【請求項４２】
　基地局のための集中型ユニット（２１６、３１６、１４１０、１５１０、１７１０、１
８００）であって、請求項５から２０のいずれか一項に記載の方法を実行するように設定
された集中型ユニット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の実施形態は、ワイヤレス通信ネットワークに関し、具体的には、そのようなネ
ットワークにおけるＵＥの非アクティブ状態を検出し、報告する方法、装置およびシステ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、本明細書で使用されるすべての用語は、それが使用されている文脈から異なる
意味が明確に与えられるおよび／または暗示されるのでない限り、関連技術分野における
それらの通常の意味に従って解釈されるものとする。１つの／その（ａ／ａｎ／ｔｈｅ）
要素、装置、構成要素、手段、ステップなどのすべての参照は、特に明記のない限り、要
素、装置、構成要素、手段、ステップなどの少なくとも１つの例を参照するものとしてオ
ープンに解釈されるものとする。ステップが別のステップに続く若しくは先行するものと
して明示的に記載されていない限り、および／またはステップが別のステップに続く若し
くは先行する必要があるということが黙示的である場合、本明細書で開示されるいずれの
方法のステップも、開示されている正確な順番で実行される必要はない。本明細書で開示
される実施形態のいずれかの任意の特徴は、適切な場合には、任意の他の実施形態に適用
され得る。同様に、いずれかの実施形態の任意の利点は、任意の他の実施形態に適用する
ことができ、逆もまた同様である。含まれる実施形態の他の目的、特徴および利点が、以
下の説明から明らかとなろう。
【０００３】
　現在の５Ｇ　ＲＡＮ（次世代またはＮＧとも呼ばれる）アーキテクチャを図１に示す。
【０００４】
　ＮＧアーキテクチャは、以下のようにさらに詳しく説明することができる。
　・ＮＧ－ＲＡＮは、ＮＧを介して５ＧＣに接続されたｇＮＢのセットからなる。
　・ｇＮＢはＦＤＤモード、ＴＤＤモードまたはデュアルモード動作をサポートすること
ができる。
　・ｇＮＢはＸｎを介して相互接続することができる。
　・ｇＮＢは、ｇＮＢ－ＣＵと１つまたは複数のｇＮＢ－ＤＵとからなり得る。
　・ｇＮＢ－ＣＵとｇＮＢ－ＤＵは、Ｆ１論理インターフェースを介して接続される。
　・１つのｇＮＢ－ＤＵは１つのｇＮＢ－ＣＵのみに接続される。
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【０００５】
　ＮＧ、ＸｎおよびＦ１は論理インターフェースである。ＮＧ－ＲＡＮの場合、ｇＮＢ－
ＣＵと１つまたは複数のｇＮＢ－ＤＵとからなるｇＮＢのためのＮＧインターフェースお
よびＸｎ－Ｃインターフェースが、ｇＮＢ－ＣＵで終端する。ＥＮ－ＤＣの場合、ｇＮＢ
－ＣＵとｇＮＢ－ＤＵとからなるｇＮＢのためのＳ１－ＵインターフェースおよびＸ２－
Ｃインターフェースが、ｇＮＢ－ＣＵで終端する。ｇＮＢ－ＣＵと接続ｇＮＢ－ＤＵとは
、他のｇＮＢおよび５ＧＣにとってｇＮＢとしてのみ見える。
【０００６】
　ＮＧ－ＲＡＮは、無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）とトランスポートネットワークレ
イヤ（ＴＮＬ）とに階層化される。ＮＧ－ＲＡＮアーキテクチャ、すなわち、ＮＧ－ＲＡ
Ｎローカルノードとそれらの間のインターフェースは、ＲＮＬの一部として定義される。
各ＮＧ－ＲＡＮインターフェース（ＮＧ、Ｘｎ、Ｆ１）について、関連ＴＮＬプロトコル
と機能とが規定されている。ＴＮＬは、ユーザプレーントランスポートとシグナリングト
ランスポートのためのサービスを提供する。ＮＧ－Ｆｌｅｘ設定では、各ｇＮＢがＡＭＦ
領域内のすべてのＡＭＦに接続される。ＡＭＦ領域は、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．５０１のｖ
１．５．０で定義されている。
【０００７】
　Ｆ１インターフェースの仕様の一般原則は、以下の通りである。
　－Ｆ１インターフェースはオープンであるものとする。
　－Ｆ１インターフェースは、エンドポイント間のシグナリング情報の交換をサポートす
るとともに、これらのインターフェースはそれぞれのエンドポイントへのデータ送信をサ
ポートする。
　－論理的視点からは、Ｆ１は、エンドポイント間のポイントツーポイントインターフェ
ースである（ポイントツーポイント論理インターフェースは、エンドポイント間に物理的
直接接続がなくても実現可能であるものとする）。
　－Ｆ１インターフェースは、コントロールプレーンとユーザプレーンの分離をサポート
する。
　－Ｆ１インターフェースは、無線ネットワークレイヤとトランスポートネットワークレ
イヤとを分離する。
　－Ｆ１インターフェースは、ＵＥ関連情報および非ＵＥ関連情報の交換を可能にする。
　－Ｆ１インターフェースは、異なる新たな要件を満たし、新規サービスおよび新機能を
サポートするように、将来も有効に機能するものと定義される。
　－１つのｇＮＢ－ＣＵと１つまたは複数のｇＮＢ－ＤＵのセットとが、他の論理ノード
にはｇＮＢとして見える。ｇＮＢはＸ２、Ｘｎ、ＮＧおよびＳ１－Ｕインターフェースを
終端させる。
　－ＣＵはコントロールプレーン（ＣＰ）とユーザプレーン（ＵＰ）とに分離することが
できる。
【０００８】
　現在、ある特定の課題が存在する。たとえば、４Ｇシステム（ＥＰＳ）では、ｅＮＢが
ベアラごとにＵＥ活動を絶えず監視する。ｅＮＢは、ベアラが所定時間の間、非アクティ
ブであったときにそれを判定し、次に、それに応じて処置を取る。たとえば、ｅＮＢは、
所定時間の間、非アクティブであったベアラを削除することを決定可能である。ＵＥのす
べてのベアラが所定時間の間、非アクティブであった場合、そのＵＥのＲＲＣ状態を制御
するノードは以下のように決定することができる。
　・そのＵＥの状態をＲＲＣ＿ＩＤＬＥに変更し、ＲＡＮ内のそのＵＥに特定的な資源を
すべて削除するか、または、
　・ＬＴＥにおいて、ＵＥ接続を中断し、ＲＡＮにおけるＵＥのコンテキストを維持する
。
【０００９】
　５Ｇシステム（５ＧＳ）でも、同様の機能が必要であり、非アクティブ状態の情報に基
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づいて、非アクティブなデータ無線ベアラを削除するか、またはＵＥのすべてのＤＲＢが
所定時間の間、非アクティブであった場合は、そのＵＥのＲＲＣ状態を制御するノードが
以下のように決定することができる。
　・ＵＥの状態をＲＲＣ＿ＩＤＬＥに変更し、ＵＥに特定的なコントロールプレーンおよ
びユーザプレーン関連資源をすべてＲＡＮから削除するか、または、
　・ＵＥをＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥにする一方、ＲＡＮにおいて確立されている（たと
えばｇＮＢまたは他のＲＡＮノードに記憶されている）必要なユーザプレーン関連および
コントロールプレーン関連資源を維持する。
【００１０】
　なお、今後、ＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥ同等機能がＥＰＳにも導入される可能性がある
ことに留意されたい。
【発明の概要】
【００１１】
　本開示の特定の態様およびその実施形態は、上記またはその他の課題の解決策を提供す
ることができる。
【００１２】
　本明細書では、本明細書で開示されている問題のうちの１つまたは複数の問題に対処す
る様々な実施形態が提案される。
【００１３】
　本開示の一態様では、基地局の分散型ユニットにおける方法が提供され、基地局は集中
型ユニットをさらに含む。この方法は、ユーザデータを搬送するために分散型ユニットと
ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視すること
と、集中型ユニットに、１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告
メッセージを送信することとを含む。
【００１４】
　上記で概説した方法を実行するように設定された装置も提供される。たとえば、一態様
では、基地局のための分散型ユニットが提供される。基地局は、集中型ユニットをさらに
含む。分散型ユニットは、処理回路と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒体とを含み
、命令は、処理回路によって実行されると、分散型ユニットに、ユーザデータを搬送する
ために分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベア
ラの活動を監視させ、１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メ
ッセージを集中型ユニットに送信させる。
【００１５】
　本開示の別の態様は、基地局の集中型ユニットにおける方法を提供し、基地局は１つま
たは複数の分散型ユニットをさらに含む。この方法は、１つまたは複数の分散型ユニット
のうちの第１の分散型ユニットから、ユーザデータを搬送するために第１の分散型ユニッ
トとユーザ機器との間に確立された１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示
す標識を含む報告メッセージを受信することを含む。
【００１６】
　上記で概説した方法を実行するように設定された装置も提供される。たとえば、一態様
では、基地局のための集中型ユニットが提供される。基地局は、１つまたは複数の分散型
ユニットをさらに含む。集中型ユニットは、処理回路と、命令を記憶する非一時的マシン
可読媒体とを含み、命令は、処理回路によって実行されると、集中型ユニットに、１つま
たは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニットから、ユーザデータを搬送する
ために第１の分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１つまたは複数の第１のデ
ータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを受信させる。
【００１７】
　本開示のさらに別の態様は、基地局の集中型ユニットにおける方法を提供し、基地局は
分散型ユニットをさらに含む。ユーザデータを搬送するために基地局とユーザ機器との間
に１つまたは複数の無線ベアラが確立される。集中型ユニットは、ユーザプレーンエンテ
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ィティとコントロールプレーンエンティティとを実装する。この方法は、ユーザプレーン
エンティティにおいて、１つまたは複数の無線ベアラの活動を監視することを含む。
【００１８】
　上記で概説した方法を実行するように設定された装置も提供される。たとえば、一態様
では、基地局のための集中型ユニットが提供される。基地局は分散型ユニットをさらに含
む。集中型ユニットは、ユーザプレーンエンティティとコントロールプレーンエンティテ
ィとを実装する。集中型ユニットは、処理回路と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒
体とを含み、命令は、処理回路によって実行されると、集中型ユニットにユーザプレーン
エンティティにおいて、ユーザデータを搬送するために基地局とユーザ機器との間に１つ
または複数の無線ベアラが確立されると１つまたは複数の無線ベアラの活動を監視させる
。
【００１９】
　特定の実施形態は、以下の利点のうちの１つまたは複数の利点を提供することができる
。たとえば、提案の実施形態は、ｇＮＢ－ＤＵがｇＮＢ－ＣＵに（ＵＥごとまたはベアラ
ごとに）ＵＥ活動に関して知らせることができるようにすることが可能である。ｇＮＢ－
ＣＵは、この情報を使用して、たとえば使用されていないベアラを削除するか、またはＵ
Ｅの状態をＲＲＣ＿ＩＤＬＥまたはＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥに変更することができる。
これにより、ネットワークは無線資源を節約することができ、ＵＥエネルギー消費を低減
することができるようにすることが可能である。本開示の実施形態は、デュアル接続およ
び／またはＬＴＥ－ＮＲインターワーキングの場合に、異なるＲＡＮノード間、たとえば
マスタノードとセカンダリノードとの間で同様のＵＥ活動情報を交換することができるよ
うにすることも可能である。
【００２０】
　本明細書では「無線ベアラ」または「ベアラ」という用語は、単一のＰＤＣＰプロトコ
ルインスタンスを介して特定のＵＥと通信するためのオーバージエア（ｏｖｅｒ　ｔｈｅ
　ａｉｒ）で使用される資源のセットを意味するものと理解されたい。このような無線ベ
アラは、異なる無線送信ポイント、たとえば異なるＤＵおよび異なるＤＲＢによってサー
ビスされる無線またはオーバージエア資源からなり得る。ＤＵ－ＣＵアーキテクチャの文
脈で使用される場合、「データ無線ベアラ」という用語は、特定のＤＵを介してＣＵとＵ
Ｅとの間で通信するために使用されるオーバージエア資源のセットを指す。本開示におけ
るこのようなＤＲＢは、無線ベアラに対応するトラフィックの一部または全部を交換する
ためにＣＵとＤＵとＵＥとの間に形成されるエンドツーエンド・チャネルである。
【００２１】
　本開示の実施例をよりよく理解することができるように、また、それらの実施例をどの
ように実施することができるかをより明確に示すために、以下では例示のみを目的として
以下の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】３ＧＰＰ　ＴＳ３８．４０１バージョン０．４．１に記載されている５Ｇ　ＲＡ
Ｎアーキテクチャを示す図である。
【図２】本開示の実施形態による、ＵＥ／ＤＲＢ活動の検出と報告に関係するシグナリン
グ図である。
【図３】本開示の他の実施形態による、ＵＥ／ＤＲＢ活動の検出と報告に関係するシグナ
リング図である。
【図４】本開示の実施形態による、中間ネットワークを介してホストコンピュータに接続
された電気通信ネットワークを示す図である。
【図５】本開示の実施形態による、ホストコンピュータが部分的ワイヤレス接続により基
地局を介してユーザ機器と通信する様子を示す図である。
【図６】本開示の実施形態による、ホストコンピュータと基地局とユーザ機器とを含む通
信システムにおいて実装される方法を示すフローチャートである。
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【図７】本開示の実施形態による、ホストコンピュータと基地局とユーザ機器とを含む通
信システムにおいて実装される方法を示すフローチャートである。
【図８】本開示の実施形態による、ホストコンピュータと基地局とユーザ機器とを含む通
信システムにおいて実装される方法を示すフローチャートである。
【図９】本開示の実施形態による、ホストコンピュータと基地局とユーザ機器とを含む通
信システムにおいて実装される方法を示すフローチャートである。
【図１０】本開示の実施形態による、基地局の分散型ユニットにおいて実装される方法を
示すフローチャートである。
【図１１】本開示の実施形態による仮想化装置を示す概略図である。
【図１２】本開示の実施形態による、基地局の分散型ユニットにおいて実装される装置を
示す概略図である。
【図１３】本開示の実施形態による、基地局の集中型ユニットにおいて実装される方法を
示すフローチャートである。
【図１４】本開示の実施形態による仮想化装置を示す概略図である。
【図１５】本開示の実施形態による、基地局の集中型ユニットにおいて実装される装置を
示す概略図である。
【図１６】本開示の実施形態による、基地局の集中型ユニットにおいて実装される方法を
示す概略図である。
【図１７】本開示の実施形態による仮想化装置を示す概略図である。
【図１８】本開示の実施形態による、基地局の集中型ユニットにおいて実装される装置を
示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　ＲＡＮノードがＤＵ（分散型ユニット）とＣＵ（集中型ユニット）に分離される場合、
プロトコルスタックの１つまたは複数のより下位のレイヤがＤＵに存在し、一方、１つま
たは複数のより上位のレイヤがＣＵに存在する。したがって、ＤＵはＤＲＢごとにＵＥ活
動を監視し、ＤＲＢまたはＵＥ（すなわちＵＥのためのすべてのＤＲＢ）が所定時間の間
、非アクティブであるときにそれをＣＵに報告することができる。次に、ＣＵが、その非
アクティブ状態に基づいて、使用されていないＤＲの削除またはＵＥの状態の変更、また
はＣＵがセカンダリＲＡＮノードでホストされている場合（デュアル接続の場合）は、セ
カンダリＲＡＮノードが資源を提供するすべてのユーザデータベアラが所定時間の間、非
アクティブであったことをマスタＲＡＮノードに報告するなどの、１つまたは複数の処置
を取ることができる。
【００２４】
　なお、ＲＡＮノードのＤＵとＣＵへの分離は、現在、ｇＮＢについてのみ実装されてお
り、すなわち、ＮＲアクセスのみを提供するＲＡＮノードがｇＮＢ－ＤＵとｇＮＢ－ＣＵ
とに分離される。これは、今後、ＥＰＳまたは５ＧＳにおいて配備されているＦ１または
新たなインターフェースに基づいて、ＣＵとＤＵとの間の指定されたそれぞれのインター
フェースを使用してＥ－ＵＴＲＡ、またはＮＲアクセスとＥ－ＵＴＲＡの両方を提供する
ＲＡＮノードにもＣＵとＤＵへの分離が適用されると変わる可能性がある。したがって、
本明細書に記載の実施形態は、第１のノード（本明細書で集中型ノードと呼ぶ）がプロト
コルスタック内の１つまたは複数のより上位のレイヤの機能を提供し、１つまたは複数の
第２のノード（本明細書で分散型ノードと呼ぶ）がプロトコルスタック内の１つまたは複
数のより下位のレイヤの機能を提供する、分割アーキテクチャで基地局または同様の無線
アクセスネットワークノードを実装することができるすべての無線アクセス技術に適用可
能である。たとえば、ｇＮＢ－ＣＵはＲＲＣレイヤとＳＤＡＰレイヤとＰＤＣＰレイヤと
をホストすることができる。ｇＮＢ－ＤＵは、ＲＬＣレイヤとＭＡＣレイヤとＰＨＹレイ
ヤとをホストすることができる。
【００２５】
　また、ＵＥに割り当てられるデータ無線ベアラのＲＡＮ資源は、複数のＤＵによって提
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供可能であることに留意されたい。したがって、ＵＥにサービスするＣＵは、同じＵＥに
サービスするすべての接続ＤＵから非アクティブ状態標識を受信することができる。また
、上述のように、デュアル接続の場合は、複数のＣＵがＵＥへのサービスに関与すること
ができ、１つのＣＵが論理的にマスタＲＡＮノードに属し、１つまたは複数のノードが論
理的に１つまたは複数のセカンダリＲＡＮノードに属し得る。すべてのＤＵから情報を受
信することにより、そのＤＵに接続されているＣＵは、その制御ＣＵが接続されている限
り、ＤＲＢ、またはベアラ、またはＵＥの非アクティブ状態を正しく把握することができ
る。これは、単一のベアラを、ＣＵと、（たとえば異なるＤＲＢを使用して）ＵＥにサー
ビスする異なるＤＵとの間で分け合うことができるためである。すなわち、同じサービス
に属する（たとえばＱｏＳフローに属する）データトラフィックを、第１のＤＵを介する
１つのチャネルと第２のＤＵを介する別のチャネルの２つのチャネル（たとえばＤＲＢ）
を使用してＵＥに送信することができる。サービスが非アクティブであるか否かを把握す
るために、ＣＵは第１のＤＵと第２のＤＵの両方から非アクティブ状態標識を受信する必
要がある場合がある。同様に、ＵＥが非アクティブであるか否かを把握するために、ＣＵ
は、ＵＥにサービスしているすべての接続ＤＵからのフィードバックを有する必要がある
場合がある。デュアル接続の場合、論理的にマスタＲＡＮノードに属するＣＵが、ＵＥの
ＲＲＣ状態を最終的に決定する機能をホストすることができ、したがってＵＥをＲＲＣ＿
ＩＮＡＣＴＩＶＥにすべきか否か（またはＲＲＣ＿ＩＤＬＥにするかＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥ
ＣＴＥＤに維持すべきか）の最終決定を行う。
【００２６】
　Ｆ１インターフェース、Ｘ２インターフェースおよびＸｎインターフェースを介してＵ
Ｅ活動情報を報告するための様々な解決策が開示される。これにより、ネットワークは、
ＵＥまたはベアラまたはＤＲＢが所定時間の間、非アクティブであったか否かを判定する
ことができる。
【００２７】
　本開示は、少なくとも２つのクラスの解決策を提供し、１つの解決策ではＣＵ（たとえ
ばＣＵによってホストされるユーザプレーンエンティティ）がＵＥおよびベアラ／ＤＲＢ
の非アクティブ状態を監視し、もう１つの解決策ではＤＵがベアラ／ＤＲＢの非アクティ
ブ状態を監視し、ＣＵに情報を送信する。
【００２８】
　ＣＵがベアラおよびＵＥの非アクティブ状態の監視を行う場合、監視はＵＰレベル、た
とえばＵＰトラフィックに使用されるＰＤＣＰインスタンスで行うことができる。非アク
ティブ状態に関する最終的情報を、ＵＥ状態変更またはベアラセットアップ／解消の役割
を担うＣＵのＣＰ機能に渡すことができ、それによってそのような機能が適切な決定を行
うことができるようにすることができる。ＣＰ機能とＵＰ機能との間で、現在３ＧＰＰで
検討されているＥ１インターフェースなどの標準化インターフェースが使用される場合は
、非アクティブ状態情報をそのようなインターフェースに加えることができる。
【００２９】
　ＤＵがＣＵに非アクティブ状態を通知する場合に、ＵＥ活動情報をＦ１インターフェー
スを介して組み込むための２つの可能な機構について以下に説明する。
　－Ｆ１ＡＰ仕様に新たなＣＰを導入する。これには、新たなＵＥ関連およびＤＵ開始プ
ロシージャを定義する必要がある。このプロシージャは、クラス１またはクラス２（すな
わち、それぞれ、最初のメッセージに対する応答を必要とするか、または最初のメッセー
ジに対するいかなる応答も必要としないか）とすることができる。ＤＵは、ＵＥがアクテ
ィブであるか非アクティブであるかに関する情報を含むメッセージをＣＵに送信すること
によってこのプロシージャを開始することができる。たとえば、ＤＵは、ＵＥのすべての
ベアラ／ＤＲＢが一定時間の間、データ送信のために使用されていない場合に、ＵＥが非
アクティブであると宣言してもよい。このメッセージは、ベアラごと／ＤＲＢごとの活動
に関する情報も含むことができる。クラス１プロシージャの場合、ｇＮＢ－ＣＵはデータ
が正常に受信されたという肯定応答で応答することができる。
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　－Ｆ１ＡＰ　ＵＥコンテキスト修正要求（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ
　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）プロシージャを採用する。別の選択肢は、ＴＳ３８．４７３（バー
ジョン０．４．０）に記載されているＵＥ関連およびｇＮＢ－ＤＵ開始プロシージャであ
る、既存のＦ１ＡＰ　ＵＥコンテキスト修正要求プロシージャに依拠することである。Ｕ
Ｅコンテキスト修正要求プロシージャはクラス１である。ＤＵは、ＵＥコンテキスト修正
要求メッセージを送信することによってこのプロシージャを開始することができ、ＣＵは
、ＵＥコンテキスト修正確認（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉ
ｒｍ）メッセージでＵＥコンテキストの更新の成功を報告することができる。ＵＥコンテ
キスト修正要求メッセージは、ＵＥの活動に関する情報と、任意によりベアラ／ＤＲＢの
活動に関する情報も搬送する、新たなＩＥによって補強することも可能である。
【００３０】
　上記の選択肢の両方と、ＵＥが複数の論理ＲＡＮノードによってサービスされる場合（
異なるｇＮＢにわたるＮＲ内のデュアル接続、またはＬＴＥとＮＲの間のデュアル接続、
またはＬＴＥ内のデュアル接続の場合）、非アクティブ状態に関する情報をそのようなＲ
ＡＮノード間のインターフェースを介して信号伝達することができる。たとえば、この情
報は、Ｘ２インターフェース（ＥＰＳの場合）またはＸｎインターフェース（５ＧＳの場
合）を介して信号伝達することができる。この情報は、ＵＥ　ＲＲＣ状態変更を制御する
ＲＡＮノードにおいて、ＵＥをたとえばアイドル状態または非アクティブ状態に移行させ
ることができるか否か、または、ＵＥ接続を中断させることができるか否かを判定するた
めに使用することができる（３ＧＰＰ仕様の現況によると、「ＵＥ接続の中断」は、現在
、ＥＰＳに適用可能であり、一方、ＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥは現在、５ＧＳに適用可能
であるが、これは仕様の今後の展開で変化する可能性がある）。また、この情報は、非ア
クティブなベアラ／ＤＲＢを削除するか否かを判定するために、ベアラ／ＤＲＢ管理の役
割を担うノードに提供することもできる。Ｆ１インターフェースの場合と同様、非アクテ
ィブ状態標識をＸ２インターフェースまたはＸｎインターフェースを介して送信するため
の２つの可能な解決策は、以下の通りである。
　－新たなＸ２ＡＰ／ＸｎＡＰプロシージャ、たとえば新たなＵＥ関連およびＳＮ開始ク
ラス２プロシージャを導入する。ＳＮはこのプロシージャを使用して、ＵＥごと、および
／またはベアラごとにＭＮに非アクティブ状態を示す。
　－既存のＸ２ＡＰ／ＸｎＡＰプロシージャ、たとえば「ＳＮ開始ＳＮ修正」プロシージ
ャを採用し、ＵＥごとまたはベアラごとに非アクティブ状態に関する情報を搬送する新た
なＩＥを追加する。
【００３１】
　本明細書で企図される実施形態のうちのいくつかは、添付の図面を参照してここでさら
に十分に説明されることになる。しかしながら、他の実施形態が、本明細書で開示される
主題の範囲内に含まれ、開示される主題は、本明細書に記載の実施形態のみに限定される
ものとして解釈されるべきでなく、そうではなくて、これらの実施形態は、当業者に本主
題の範囲を伝えるために例として提供される。
【００３２】
　上述のように、本開示の実施形態は２つのグループに分類される。１つは、基地局の集
中型ユニットがＵＥ、および／または、ＵＥとの間に確立された１つまたは複数のデータ
無線ベアラの活動を監視するグループであり、１つは、基地局の分散型ユニットがＵＥ、
および／または、ＵＥとの間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監
視するグループである。以下では、後者のカテゴリに分類される実施形態を示す２つの例
示のコールフローまたはシグナリング図を示す。したがって、ｇＮＢ－ＤＵとｇＮＢ－Ｃ
Ｕとの間に確立された適合するインターフェース（たとえばＦ１インターフェース）を介
したｇＮＢ－ＤＵからｇＮＢ－ＣＵにＵＥ活動に関する情報を提供するために、これらの
シグナリング図を使用することができる。
【００３３】
　例１：新たなクラス２　Ｆ１ＡＰプロシージャを使用して提供されるＵＥ活動情報
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　図２に示すこの実施形態では、どのようにして新たなＵＥ関連ｇＮＢ－ＤＵ開始クラス
２　Ｆ１ＡＰプロシージャを使用してＵＥ活動に関する情報をｇＮＢ－ＤＵ２１２、２１
４からｇＮＢ－ＣＵ２１６に提供することができるかを示すコールフローが示されている
。
【００３４】
　ＵＥ２１０は、ネットワークに接続され、単一または複数のＤＵ２１２、２１４および
／または単一または複数のＲＡＮノード（図２では単一のＲＡＮノードを示す）を介して
データを送信し、受信することができる。ユーザデータの伝送のためにＵＥと各ＤＵとの
間に１つまたは複数のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）を確立することができる。さらに、制
御データとシグナリングの伝送のために、ＵＥと少なくとも１つのＤＵとの間に１つまた
は複数のシグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）を確立することができる。
【００３５】
　ステップ２０１。ｇＮＢ－ＤＵ２１２、２１４はＵＥ活動を（たとえば絶えず、または
定期的に、または随時に）監視し、ＵＥ（すなわちこのＵＥのすべてのＤＲＢ）が所定時
間の間、データを送信または受信していないか、または所定時間に比較的少量のデータし
か送信または受信していないと判定する。前者の場合、ＵＥがデータを送信または受信す
ると、ｇＮＢ－ＤＵがタイマを開始またはリセットし、タイマがリセットされずに満了す
ると、ＵＥが非アクティブであると判定してもよい。後者の場合、たとえば、ＤＵがロー
リングウィンドウ内に送信または受信されたデータの量を閾値と比較し、データ量が閾値
を下回る場合、ＵＥが非アクティブであると判定してもよい。あるいは、ＤＵは、１つま
たは複数のＤＲＢが所定時間の間、非アクティブであったと判定してもよい。ＵＥが非ア
クティブであると判定することに関して上述した実施形態は、特定のＤＲＢが非アクティ
ブであるという判定にも等しく適用される。ＵＥと２つのｇＮＢ－ＤＵ（ｇＮＢ－ＤＵ１
およびｇＮＢ－ＤＵ２）との間にＤＲＢが確立されている図２の例では、各ｇＮＢ－ＤＵ
がそれぞれのＤＵとＵＥとの間に確立されているＤＲＢの活動を監視する。
【００３６】
　ステップ２０２。ｇＮＢ－ＤＵがｇＮＢ－ＣＵ２１６にＦ１ＰＡ　ＵＥ活動標識メッセ
ージを送信する。このメッセージは、Ｆ１インターフェースなどの２つのノード間のイン
ターフェースを介して送信することができる。このメッセージは、ＵＥまたは特定のＤＲ
Ｂが非アクティブであると判定されたこと（すなわち上記のステップ２０１のように）を
示す標識を含むことができる。したがって、このメッセージは、ＵＥに関して、ｇＮＢ－
ＤＵとＵＥとの間に確立されているすべてのＤＲＢが非アクティブであると判定されたこ
とを示す単一の標識を含むことができる。これに代えて、またはこれに加えて、このメッ
セージは、ｇＮＢ－ＤＵとＵＥとの間に確立されているＤＲＢのそれぞれについて、その
特定のＤＲＢが非アクティブであったか否かを示すそれぞれの標識を含むことができる。
これらの標識は明示的であっても暗黙的であってもよい。前者の場合、各ＤＲＢについて
、その特定のＤＲＢがアクティブであるか非アクティブであるかに関する別々の標識を提
供することができる。後者の場合、標識は特定の標識の有無によって与えられてもよく、
たとえば、メッセージは非アクティブ（または逆にアクティブ）であると判定されたＤＲ
Ｂのみについて明示的な標識を含んでもよい。メッセージに特定のＤＲＢのための標識が
ないことが、ｇＮＢ－ＣＵによってＤＲＢがアクティブ（または逆に非アクティブ）であ
ると解釈されてもよい。図２の例では、両方のｇＮＢ－ＤＵが、ＵＥ（または１つまたは
複数のＤＲＢ）が非アクティブであったと判定し、ｇＮＢ－ＣＵにそれぞれのメッセージ
を送信する。
【００３７】
　ステップ２０３。この情報により、ＣＵ２１６はＵＥの非アクティブ状態のレベルを判
定することができ、その非アクティブ状態のレベルに基づいて１つまたは複数の処置を取
ることができる。
【００３８】
　たとえば、ＣＵは、ＵＥに関連するすべてのベアラが非アクティブであり、したがって
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ＵＥ全体が非アクティブであると判定することができる。あるいは、ＣＵは、ＵＥが全体
として非アクティブではないが、１つまたは複数のＤＲＢが非アクティブであると判定す
ることができる。前者の場合、ｇＮＢ－ＤＵがＲＲＣの状態を判定する機能をホストして
いる場合、ｇＮＢ－ＣＵは、ＵＥの状態をその既存の状態（たとえば比較的高い電力消費
および／または比較的高い資源使用率に関連する状態）から新たな状態（たとえばより低
い電力消費および／またはより低い資源使用率に関連する状態）に変更することを決定し
てもよい。たとえば、ＵＥは、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤからＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶ
ＥまたはＲＲＣ＿ＩＤＬＥなどの状態に変更されてもよい。後者の場合、ｇＮＢ－ＣＵが
ＤＲＢ管理のための機能をホストしている（たとえばＰＤＣＰエンティティ）場合、ｇＮ
Ｂ－ＣＵは、ＵＥのために設定されている１つまたは複数のＤＲＢ（たとえば非アクティ
ブであると示されたＤＲＢのうちの１つまたは複数あるいは全部）を削除（たとえば解消
）することを決定してもよい。ｇＮＢ－ＣＵがＲＲＣの状態を決定する機能、またはＤＲ
Ｂを管理する機能をホストしていない場合、ｇＮＢ－ＣＵはそのような機能をホストして
いるネットワークノードに非アクティブ状態報告メッセージを送信してもよい。たとえば
、デュアル接続の場合、ＵＥのセカンダリｇＮＢに存在し得るｇＮＢ－ＣＵが、マスタｇ
ＮＢに（たとえばＸ２インターフェースまたはＸｎインターフェースを介して）非アクテ
ィブ状態報告メッセージを送信してもよい。この情報により、ＵＥの状態変更とＤＲＢ管
理とを制御するノードは、（たとえば）ＵＥの状態を変更するかまたは非アクティブＤＲ
Ｂを削除することが可能になる。
【００３９】
　例示の実施形態では、ｇＮＢ－ＣＵは、ＵＥが全体として非アクティブであると判定し
、ＵＥの状態をＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥに変更することを決定する。
【００４０】
　ステップ２０４。ｇＮＢ－ＣＵ２１６が、透過的にＵＥに転送されるＲＲＣ接続解放（
ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｌｅａｓｅ）メッセージを含むＤＬ　ＲＲＣ伝送メッセ
ージをｇＮＢ－ＤＵに送信する。
【００４１】
　ステップ２０５。ｇＮＢ－ＤＵ２１２が、ＲＲＣ接続解放メッセージをＵＥに送信する
。
【００４２】
　ステップ２０６。ＵＥ２１０がＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥ状態（すなわち低電力状態）
になる。
【００４３】
　ステップ２０７。ｇＮＢ－ＣＵ２１６が、ｇＮＢ－ＤＵにＦ１ＡＰ　ＵＥコンテキスト
解放（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ）コマンドを送信する。
【００４４】
　ステップ２０８。ｇＮＢ－ＤＵ２１２が、ＵＥコンテキストを削除し、対応する資源を
解放し、ＵＥコンテキスト解放完了（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｃｏｍｐｌｅｔ
ｅ）メッセージで応答する。
【００４５】
　ベアラが非アクティブ状態のために削除される場合、ｇＮＢ－ＣＵ２１６は、ＤＲＢを
削除する必要があるＤＵにＵＥコンテキスト修正要求（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信してもよい。このようなメッセージは、削除するＤ
ＲＢのリストを含むことができる。ＣＵはＵＥにＲＲＣ再設定（ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージも送信することができる。
【００４６】
　したがって、図２を参照しながら上述した実施形態では、ｇＮＢ－ＤＵによる非アクテ
ィブ状態報告（たとえばＦ１ＰＡ　ＵＥ活動標識（Ｆ１ＰＡ　ＵＥ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）メッセージ）の送信は、たとえばｇＮＢ－ＤＵとの間に確立され
ている１つまたは複数（または全部）のＤＲＢにおける非アクティブ状態の検出時に、イ
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ベントトリガされる。別の実施形態では、ｇＮＢ－ＤＵが（たとえばｇＮＢ－ＣＵによっ
て）、定期的に、すなわちイベントトリガによらず、ｇＮＢ－ＣＵに活動メッセージを報
告するように設定されてもよい。この場合、ｇＮＢ－ＤＵによって送信される活動報告メ
ッセージは、非アクティブであると判定された（すなわち上述のように）ＵＥまたはＤＲ
Ｂを示す標識、またはＵＥまたはＤＲＢの活動のレベルを示す標識を含むことができる。
後者の場合、標識は、特定の時間窓たとえばローリングタイムウィンドウ内にＵＥ（また
はＤＲＢ）によって送信または受信されたデータの量を示す標識を含んでもよい。次に、
ｇＮＢ－ＣＵは、たとえば示された活動レベルを閾値と比較するか、またはデータの各送
信時または受信時にタイマをリセットし、活動レベルが閾値を下回るかまたはタイマが満
了した場合に、ＵＥ（またはＤＲＢ）が非アクティブであると判定することによって、Ｕ
Ｅ（または特定のＤＲＢ）が非アクティブであるか否かを判定することができる。
【００４７】
　例２：ＵＥコンテキスト修正要求を使用して提供されるＵＥ活動情報
【００４８】
　図３に示すこの実施形態では、どのようにして、ＴＳ３８．４７３（バージョン０．４
．０）のＦ１ＡＰ　ＵＥ関連ｇＮＢ－ＤＵ開始クラス１　Ｆ１ＡＰ　ＵＥコンテキスト修
正要求（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）プロシージャ
を使用してＵＥの活動に関する情報をｇＮＢ－ＤＵ３１２からｇＮＢ－ＣＵ３１６に提供
することができるかを示すコールフローが示されている。
【００４９】
　このプロシージャは、図２に関連して上述したプロシージャと類似しているが、（ステ
ップ２０２および２０２ａの）ＵＥ活動報告プロシージャの代わりに、（ステップ３０２
ａおよび３０２ｂにおいて）ＵＥコンテキスト修正（ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆ
ｉｃａｔｉｏｎ）プロシージャを、ＵＥごとまたはＤＲＢごとの非アクティブ状態を示す
新規ＩＥを追加して使用する。したがって、ｇＮＢ－ＤＵからｇＮＢ－ＣＵへの非アクテ
ィブ状態報告は、ＵＥ３１０、またはＵＥ３１０に関連するＤＲＢの活動レベルを示す標
識（たとえば１つまたは複数のＩＥ）を有するＵＥコンテキスト修正メッセージを含む。
これ以外は、ステップ３０１、３０３、３０４、３０５、３０６、３０７、および３０８
は、図２のそれぞれに対応するステップと同様である。
【００５０】
　上述のように、実施形態の他のカテゴリでは、ＣＵがＵＥの活動／非アクティブ状態の
監視を行う。
【００５１】
　図２に関連して上述した実施形態と同様、ＵＥはネットワークに接続され、単一または
複数のＤＵを介して、および／または、単一または複数のＲＡＮノードを介して、データ
を送信し、受信することができる。ユーザデータの伝送のために、ＵＥと各ＤＵとの間に
１つまたは複数のＤＲＢを確立することができる。さらに、制御データとシグナリングの
伝送のために、ＵＥと少なくとも１つのＤＵとの間に１つまたは複数のＳＲＢを確立する
ことができる。
【００５２】
　ｇＮＢ－ＣＵは、（たとえば絶えず、または定期的に、または随時に）ＵＥ活動を監視
し、ＵＥ（すなわちこのＵＥのすべてのＤＲＢ）が所定時間の間、データを送信していな
いかまたは受信していないか、または所定時間の間、比較的小量のデータしか送信または
受信していないと判定することができる。前者の場合、ｇＮＢ－ＣＵは、ＵＥがデータを
送信または受信するとタイマを開始またはリセットすることができ、タイマがリセットさ
れずに満了すると、ＵＥが非アクティブであると判定することができる。後者の場合、た
とえば、ＣＵはローリングウィンドウ内に送信または受信されたデータの量を閾値と比較
し、そのデータ量が閾値を下回る場合にＵＥが非アクティブであると判定することができ
る。あるいは、ＣＵは、１つまたは複数のＤＲＢが所定時間の間、非アクティブであった
と判定することができる。ＵＥが非アクティブであるとの判定に関連して上述した実施形
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態は、特定のＤＲＢが非アクティブであるとの判定にも等しく適用される。
【００５３】
　ｇＮＢ－ＣＵは、ユーザプレーン（ＵＰ）機能とコントロールプレーン（ＣＰ）機能を
扱う別々のエンティティを含むことができる。たとえば、ｇＮＢ－ＣＵは、１つまたは複
数のＣＵ－ＵＰエンティティと、１つまたは複数のＣＵ－ＣＰエンティティとを含むこと
ができる。本開示の実施形態によると、ＣＰ－ＵＰエンティティは、ＵＥ（またはＤＲＢ
）の活動を監視することができる。また、上述のように、ｇＮＢ－ＣＵはプロトコルスタ
ックの１つまたは複数のより上位のレイヤを実装することができる。本開示の一部の実施
形態では、ＣＵ－ＵＰエンティティにおけるこれらのレイヤ（たとえばＰＤＣＰレイヤ）
を使用して、ＵＥの活動または確立されている１つまたは複数のＤＲＢの活動を監視する
ことができる。
【００５４】
　次に、ＣＵ－ＵＰは、ＣＵ－ＣＰに、ＵＥまたはＵＥの１つまたは複数の無線ベアラの
活動を示す標識を含む報告メッセージを送信することができる。このメッセージは、Ｅ１
インターフェースなどの２つのノード間のインターフェースを介して送信することができ
る。このメッセージは、ＵＥまたは特定のＤＲＢが非アクティブであったと判定されたこ
とを示す標識を含むことができる。したがって、このメッセージは、ｇＮＢとＵＥとの間
に確立されているすべてのＤＲＢが非アクティブであると判定されたことを示す、ＵＥに
関する単一のメッセージを含むことができる。これに代えて、またはこれに加えて、メッ
セージはｇＮＢとＵＥとの間に確立されているＤＲＢのそれぞれについて、その特定のＤ
ＲＢが非アクティブであると判定されたか否かに関するそれぞれの標識を含むことができ
る。これらの標識は明示的であっても暗黙的であってもよい。前者の場合、各ＤＲＢにつ
いて、その特定のＤＲＢがアクティブであるか非アクティブであるかに関する別々の標識
を提供することができる。後者の場合、標識は特定の標識の有無によって与えられてもよ
く、たとえば、メッセージは非アクティブ（または逆にアクティブ）であると判定された
ベアラのみについて明示的な標識を含んでもよい。メッセージに特定のベアラのための標
識がないことが、ＣＵ－ＣＰによってベアラがアクティブ（または逆に非アクティブ）で
あると解釈されてもよい。
【００５５】
　この情報により、ＣＵ－ＣＰはＵＥにおける非アクティブ状態のレベルに基づいて１つ
または複数の処置を取ることができる。
【００５６】
　たとえば、ＣＵ－ＣＰは、ＵＥに関連するすべてのベアラが非アクティブであり、した
がってＵＥが全体として非アクティブであると判定してもよい。前者の場合、ＣＵ－ＣＰ
は、ＣＵ－ＣＰがＲＲＣの状態を判定する機能をホストしている場合は、ＵＥの状態を（
たとえば比較的高い電力消費および／または比較的高い資源使用率に関連する）その既存
の状態から（たとえばより低電力消費および／またはより低い資源使用率に関連する）新
たな状態に変更することを決定することができる。たとえば、ＵＥはＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥ
ＣＴＥＤからＲＲＣ＿ＩＮＡＣＴＩＶＥまたはＲＲＣ＿ＩＤＬＥなどの状態に変更されて
もよい。
【００５７】
　上記に代えて、または上記に加えて、ＣＵ－ＣＰはＵＥが全体としては非アクティブで
はないが、１つまたは複数のＤＲＢが非アクティブであると判定することができる。後者
の場合、ＣＵ－ＣＰが、ＤＲＢ管理のための機能（たとえばＰＤＣＰエンティティ）をホ
ストしている場合、ＣＵ－ＣＰはＵＥのために設定されている１つまたは複数のＤＲＢ（
たとえば非アクティブであると示されたＤＲＢのうちの１つまたは複数あるいは全部）を
削除（たとえば解消）することを決定してもよい。
【００５８】
　ｇＮＢ－ＣＵがＲＲＣの状態を決定するかまたはＤＲＢを管理する機能をホストしてい
ない場合、ｇＮＢ－ＣＵは、そのような機能をホストしているネットワークノードに非ア
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クティブ状態報告メッセージを送信してもよい。たとえば、デュアル接続の場合、ＵＥの
セカンダリｇＮＢに存在し得るｇＮＢ－ＣＵが非アクティブ状態報告メッセージを（たと
えばＸ２インターフェースまたはＸｎインターフェースを介して）マスタｇＮＢに送信し
てもよい。この情報により、ＵＥ状態変更およびＤＲＢ管理を制御するノードは（たとえ
ば）ＵＥ状態を変更するかまたは非アクティブＤＲＢを削除することができる。
【００５９】
　図４を参照すると、一実施形態によれば、通信システムは、無線アクセスネットワーク
などのアクセスネットワーク４１１およびコアネットワーク４１４を備える、３ＧＰＰタ
イプのセルラネットワークなどの電気通信ネットワーク４１０を含む。アクセスネットワ
ーク４１１は、それぞれが対応するカバレッジエリア４１３ａ、４１３ｂ、４１３ｃを規
定する、ＮＢ、ｅＮＢ、ｇＮＢまたは他のタイプのワイヤレスアクセスポイントなどの複
数の基地局４１２ａ、４１２ｂ、４１２ｃを備える。各基地局４１２ａ、４１２ｂ、４１
２ｃは、ワイヤードまたはワイヤレス接続４１５を介してコアネットワーク４１４に接続
可能である。カバレッジエリア４１３ｃ内に置かれた第１のＵＥ４９１は、対応する基地
局４１２ｃにワイヤレスで接続されるまたは対応する基地局４１２ｃによってページング
されるように設定され得る。カバレッジエリア４１３ａ内の第２のＵＥ４９２は、対応す
る基地局４１２ａにワイヤレスに接続可能である。複数のＵＥ４９１、４９２が本例では
図示されているが、開示される実施形態は、唯一のＵＥがカバレッジエリア内にあるまた
は唯一のＵＥが対応する基地局４１２に接続している状況に同等に適用可能である。
【００６０】
　電気通信ネットワーク４１０自体は、ホストコンピュータ４３０に接続され、ホストコ
ンピュータ４３０は、スタンドアロンサーバ、クラウド実装されたサーバ、分散型サーバ
のハードウェアおよび／またはソフトウェアにおいてあるいはサーバファーム内の処理資
源として実施され得る。ホストコンピュータ４３０は、サービスプロバイダの所有権また
は制御の下にあってもよく、あるいはサービスプロバイダによってまたはサービスプロバ
イダのために動作させられ得る。電気通信ネットワーク４１０とホストコンピュータ４３
０との接続４２１および４２２は、コアネットワーク４１４からホストコンピュータ４３
０に直接延びてもよく、あるいはオプションの中間ネットワーク４２０を介してもよい。
中間ネットワーク４２０は、パブリックネットワーク、プライベートネットワークまたは
ホスト型ネットワークのうちの１つ、またはそれらのうちの２つ以上の組合せでもよく、
中間ネットワーク４２０は、もしあるなら、バックボーンネットワークまたはインターネ
ットでもよく、具体的には、中間ネットワーク４２０は、２つ以上のサブネットワーク（
図示せず）を備え得る。
【００６１】
　全体としての図４の通信システムは、接続されたＵＥ４９１、４９２およびホストコン
ピュータ４３０の間の接続性を有効にする。接続性は、オーバーザトップ（ＯＴＴ：Ｏｖ
ｅｒ－ｔｈｅ－Ｔｏｐ）接続４５０として説明され得る。ホストコンピュータ４３０およ
び接続されたＵＥ４９１、４９２は、媒介としてアクセスネットワーク４１１、コアネッ
トワーク４１４、任意の中間ネットワーク４２０および可能なさらなるインフラストラク
チャ（図示せず）を使用し、ＯＴＴ接続４５０を介してデータおよび／またはシグナリン
グを通信するように設定される。ＯＴＴ接続４５０は、ＯＴＴ接続４５０が通過する参加
通信デバイスはアップリンクおよびダウンリンク通信のルーティングを認識しないという
意味で、透過的になり得る。たとえば、基地局４１２は、接続されたＵＥ４９１に転送さ
れる（たとえば、ハンドオーバされる）ことになるホストコンピュータ４３０に由来する
データとの着信ダウンリンク通信の過去のルーティングに関して知らされないことがある
、または知らされる必要はない。同様に、基地局４１２は、ＵＥ４９１からホストコンピ
ュータ４３０に向けて始められる外向きのアップリンク通信の未来のルーティングを認識
する必要はない。
【００６２】
　前段落で論じられたＵＥ、基地局およびホストコンピュータの一実施形態による例示的
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実装形態について、図５を参照して、ここで説明する。通信システム５００では、ホスト
コンピュータ５１０は、通信システム５００の異なる通信デバイスのインターフェースと
のワイヤードまたはワイヤレス接続をセットアップおよび維持するように設定された通信
インターフェース５１６を含むハードウェア５１５を備える。ホストコンピュータ５１０
はさらに、ストレージおよび／または処理能力を有し得る処理回路５１８を備える。具体
的には、処理回路５１８は、１つまたは複数のプログラマブルプロセッサ、特定用途向け
集積回路、フィールドプログラマブルゲートアレイ、あるいは命令を実行するようになさ
れたこれらの組合せ（図示せず）を備え得る。ホストコンピュータ５１０はさらに、ホス
トコンピュータ５１０に記憶された若しくはこれによってアクセス可能なおよび処理回路
５１８によって実行可能な、ソフトウェア５１１を備える。ソフトウェア５１１は、ホス
トアプリケーション５１２を含む。ホストアプリケーション５１２は、ＵＥ５３０および
ホストコンピュータ５１０で終了するＯＴＴ接続５５０を介して接続するＵＥ５３０など
、リモートユーザにサービスを提供するように動作可能になり得る。サービスのリモート
ユーザへの提供において、ホストアプリケーション５１２は、ＯＴＴ接続５５０を使用し
て送信されるユーザデータを提供し得る。
【００６３】
　通信システム５００はさらに、電気通信システムにおいて提供されるならびにホストコ
ンピュータ５１０とおよびＵＥ５３０とそれが通信することを可能にするハードウェア５
２５を備える、基地局５２０を含む。ハードウェア５２５は、通信システム５００の異な
る通信デバイスのインターフェースとのワイヤードまたはワイヤレス接続をセットアップ
および維持するための通信インターフェース５２６、ならびに基地局５２０によってサー
ビスされるカバレッジエリア（図５には図示せず）内に置かれたＵＥ５３０とのワイヤレ
ス接続５７０を少なくともセットアップおよび維持するための無線インターフェース５２
７を含み得る。通信インターフェース５２６は、ホストコンピュータ５１０への接続５６
０を円滑にするように設定され得る。接続５６０は直接でもよく、あるいは、接続５６０
は、電気通信システムのコアネットワーク（図５に示さず）を通過および／または電気通
信システム外部の１つまたは複数の中間ネットワークを通過してもよい。示された実施形
態では、基地局５２０のハードウェア５２５はさらに、１つまたは複数のプログラマブル
プロセッサ、特定用途向け集積回路、フィールドプログラマブルゲートアレイ、または命
令を実行するようになされたこれらの組合せ（図示せず）を備え得る、処理回路５２８を
含む。基地局５２０はさらに、内部に記憶されたまたは外部接続を介してアクセス可能な
ソフトウェア５２１を有する。
【００６４】
　通信システム５００はさらに、すでに参照されたＵＥ５３０を含む。それのハードウェ
ア５３５は、ＵＥ５３０が現在位置するカバレッジエリアにサービスする基地局とのワイ
ヤレス接続５７０をセットアップおよび維持するように設定された無線インターフェース
５３７を含み得る。ＵＥ５３０のハードウェア５３５はさらに、１つまたは複数のプログ
ラマブルプロセッサ、特定用途向け集積回路、フィールドプログラマブルゲートアレイ、
または命令を実行するようになされたこれらの組合せ（図示せず）を備え得る、処理回路
５３８を含む。ＵＥ５３０はさらに、ＵＥ５３０に記憶された若しくはこれによってアク
セス可能なおよび処理回路５３８によって実行可能なソフトウェア５３１を備える。ソフ
トウェア５３１は、クライアントアプリケーション５３２を含む。クライアントアプリケ
ーション５３２は、ホストコンピュータ５１０のサポートを有して、ＵＥ５３０を介して
人間または非人間ユーザにサービスを提供するように動作可能になり得る。ホストコンピ
ュータ５１０では、実行中のホストアプリケーション５１２は、ＵＥ５３０およびホスト
コンピュータ５１０で終了するＯＴＴ接続５５０を介して実行中のクライアントアプリケ
ーション５３２と通信し得る。ユーザへのサービス提供において、クライアントアプリケ
ーション５３２は、ホストアプリケーション５１２から要求データを受信し、要求データ
に応答してユーザデータを提供することができる。ＯＴＴ接続５５０は、要求データおよ
びユーザデータの両方を転送することができる。クライアントアプリケーション５３２は
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、ユーザと相互作用して、それが提供するユーザデータを生成することができる。
【００６５】
　図５に示されたホストコンピュータ５１０と、基地局５２０と、ＵＥ５３０とは、それ
ぞれ、図４のホストコンピュータ４３０と、基地局４１２ａ、４１２ｂ、４１２ｃのうち
の１つと、ＵＥ４９１、４９２のうちの１つと類似するまたは同一であってもよいことに
留意されたい。すなわち、これらのエンティティの内部の動きは、図５に示されるようで
もよく、独立して、周囲のネットワークトポロジは、図４のそれでもよい。
【００６６】
　図５において、ＯＴＴ接続５５０は、媒介デバイスの明示的参照およびこれらのデバイ
スを介するメッセージの正確なルーティングなしに、基地局５２０を介するホストコンピ
ュータ５１０とＵＥ５３０との通信を説明するために抽象的に描かれてある。ネットワー
クインフラストラクチャは、ルーティングを判定することができ、それは、ＵＥ５３０か
ら若しくはサービスプロバイダオペレーティングホストコンピュータ５１０からまたはそ
の両方から隠すように設定され得る。ＯＴＴ接続５５０がアクティブである間、ネットワ
ークインフラストラクチャは、それがルーティングを動的に変更する判定（たとえば、ネ
ットワークの負荷バランシング検討または再設定に基づく）をさらに行うことができる。
【００６７】
　ＵＥ５３０と基地局５２０との間のワイヤレス接続５７０は、本開示を通じて説明され
る実施形態の教示に従う。様々な実施形態のうちの１つまたは複数は、ワイヤレス接続５
７０が最後のセグメントを形成する、ＯＴＴ接続５５０を使用してＵＥ５３０に提供され
るＯＴＴサービスのパフォーマンスを改善する。より正確には、これらの実施形態の教示
は、ネットワークにおける割り当てのために資源を解放することができ、それによって、
ユーザ待ち時間の短縮、応答性の改良、および／または、バッテリ寿命の延長などの利点
をもたらすことができる。
【００６８】
　測定プロシージャは、１つまたは複数の実施形態が改善するモニタリングデータレート
、レイテンシおよび他の要因を目的として、提供され得る。測定結果の変動に応答して、
ホストコンピュータ５１０とＵＥ５３０との間のＯＴＴ接続５５０を再設定するためのオ
プションのネットワーク機能性がさらに存在し得る。測定プロシージャおよび／またはＯ
ＴＴ接続５５０を再設定するためのネットワーク機能性は、ホストコンピュータ５１０の
ソフトウェア５１１およびハードウェア５１５において、またはＵＥ５３０のソフトウェ
ア５３１およびハードウェア５３５において、またはその両方で実装され得る。実施形態
において、センサ（図示せず）は、ＯＴＴ接続５５０が通過する通信デバイスにおいてま
たはそのような通信デバイスに関連して配備され得、センサは、上記で例示されたモニタ
される数量の値を供給すること、あるいはそこからソフトウェア５１１、５３１がモニタ
される数量を計算または推定し得る他の物理数量の値を供給することによって、測定プロ
シージャに参加し得る。ＯＴＴ接続５５０の再設定は、メッセージフォーマット、再送信
設定、好ましいルーティングなどを含み得、再設定は基地局５２０に影響を及ぼす必要は
なく、そして、それは基地局５２０に知られてなくてもまたは感知できなくてもよい。そ
のようなプロシージャおよび機能性は、当分野では知られており、実施されることがある
。ある種の実施形態では、測定は、スループット、伝搬時間、レイテンシなどのホストコ
ンピュータ５１０の測定を円滑にする占有ＵＥシグナリングを含み得る。ソフトウェア５
１１および５３１が、ＯＴＴ接続５５０を使用し、それが伝搬時間、エラーなどをモニタ
する間に、メッセージ、具体的には空のまたは「ダミー」メッセージ、を送信させるので
、測定は実装され得る。
【００６９】
　図６は、１つの実施形態による、通信システムにおいて実装される方法を示す流れ図で
ある。通信システムは、図４および５を参照して説明されるものでもよいホストコンピュ
ータ、基地局およびＵＥを含む。本開示を簡単にするために、図６のみの図面の参照が、
このセクションに含まれることになる。ステップ６１０において、ホストコンピュータは
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ユーザデータを提供する。ステップ６１０のサブステップ６１１（オプションでもよい）
では、ホストコンピュータは、ホストアプリケーションを実行することによって、ユーザ
データを提供する。ステップ６２０では、ホストコンピュータは、ユーザデータをＵＥに
運ぶ送信を開始する。ステップ６３０（オプションでもよい）では、基地局が、本開示を
通して説明される実施形態の教示に従って、ホストコンピュータが開始した送信において
運ばれたユーザデータをＵＥに送信する。ステップ６４０（やはりオプションでもよい）
で、ＵＥは、ホストコンピュータによって実行されるホストアプリケーションに関連する
クライアントアプリケーションを実行する。
【００７０】
　図７は、１つの実施形態による、通信システムにおいて実装される方法を示す流れ図で
ある。通信システムは、図４および５を参照して説明されるものでもよいホストコンピュ
ータ、基地局およびＵＥを含む。本開示を簡単にするために、図７の図面の参照のみが、
このセクションに含まれることになる。本方法のステップ７１０において、ホストコンピ
ュータはユーザデータを提供する。オプションのサブステップ（図示せず）において、ホ
ストコンピュータは、ホストアプリケーションを実行することによって、ユーザデータを
提供する。ステップ７２０で、ホストコンピュータは、ユーザデータをＵＥに運ぶ送信を
開始する。送信は、本開示を通して説明される実施形態の教示によれば、基地局を通り得
る。ステップ７３０（オプションでもよい）で、ＵＥは、その送信で運ばれたユーザデー
タを受信する。
【００７１】
　図８は、１つの実施形態による、通信システムにおいて実装される方法を示す流れ図で
ある。通信システムは、図４および５を参照して説明されるものでもよいホストコンピュ
ータ、基地局およびＵＥを含む。本開示を簡単にするために、図８の図面の参照のみが、
このセクションに含まれることになる。ステップ８１０（オプションでもよい）で、ＵＥ
は、ホストコンピュータによって提供された入力データを受信する。追加でまたは別法と
して、ステップ８２０で、ＵＥはユーザデータを提供する。ステップ８２０のサブステッ
プ８２１（オプションでもよい）で、ＵＥは、クライアントアプリケーションを実行する
ことによって、ユーザデータを提供する。ステップ８１０のサブステップ８１１（オプシ
ョンでもよい）で、ＵＥは、ホストコンピュータによって提供される受信された入力デー
タに反応してユーザデータを提供するクライアントアプリケーションを実行する。ユーザ
データの提供において、実行されるクライアントアプリケーションは、ユーザから受信さ
れたユーザ入力をさらに考慮し得る。ユーザデータが提供された具体的方式にかかわらず
、ＵＥは、サブステップ８３０（オプションでもよい）で、ユーザデータのホストコンピ
ュータへの送信を開始する。本方法のステップ８４０において、ホストコンピュータは、
本開示を通して説明される実施形態の教示によれば、ＵＥから送信されたユーザデータを
受信する。
【００７２】
　図９は、１つの実施形態による、通信システムにおいて実装された方法を示す流れ図で
ある。通信システムは、図４および５を参照して説明されるものでもよいホストコンピュ
ータ、基地局およびＵＥを含む。本開示を簡単にするために、図９の図面の参照のみが、
このセクションに含まれることになる。ステップ９１０（オプションでもよい）において
、本開示を通して説明される実施形態の教示に従って、基地局は、ユーザデータをＵＥか
ら受信する。ステップ９２０（オプションでもよい）で、基地局は、受信されたユーザデ
ータのホストコンピュータへの送信を開始する。ステップ９３０（オプションでもよい）
で、ホストコンピュータは、基地局によって開始された送信で運ばれたユーザデータを受
信する。
【００７３】
　図１０に、特定の実施形態による方法を示す。この方法は、基地局の分散型ユニットに
おいて実行可能である。基地局は、集中型ユニットをさらに含み得る。この方法は、ステ
ップ１００２で開始し、分散型ユニットが、ユーザデータを搬送するために分散型ユニッ
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トとユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視する
。ステップ１００４で、分散型ユニットは、集中型ユニットにその１つまたは複数のデー
タ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを送信する。
【００７４】
　図１１にワイヤレスネットワーク（たとえば図１に示すワイヤレスネットワーク）にお
ける装置１１００の概略的ブロック図を示す。この装置は、基地局またはネットワークノ
ード（たとえば上述のｇＮＢ）の分散型ユニットにおいて実装可能である。装置１１００
は、図１０を参照しながら説明した例示の方法と、場合によっては本明細書で開示されて
いる任意のその他のプロセスまたは方法を実行するように動作可能である。また、図１０
の方法は必ずしも装置１１００のみによって実行されないことを理解されたい。方法の少
なくとも一部の動作は、１つまたは複数の他のエンティティによって実行可能である。
【００７５】
　仮想装置１１００は、１つまたは複数のマイクロプロセッサまたはマイクロコントロー
ラを含み得る処理回路と、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特殊目的デジタルロ
ジックなどを含み得るその他のデジタルハードウェアとを含み得る。処理回路は、読み取
り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ、キャッシュメモリ、フラッシュメモ
リデバイス、光学式記憶装置などの１種類または数種類のメモリを含み得るメモリに記憶
されたプログラムコードを実行するように設定され得る。メモリに記憶されたプログラム
コードは、いくつかの実施形態では、１つまたは複数の電気通信プロトコルおよび／また
はデータ通信プロトコルを実行するためのプログラム命令と、本明細書に記載されている
技法のうちの１つまたは複数の技法を実施するための命令とを含む。実装形態によっては
、処理回路を使用して、監視ユニット１１０２と、送信ユニット１１０４と、装置１１０
０の任意のその他の適合するユニットとに、本開示の１つまたは複数の実施形態による対
応する機能を実行させることができる。
【００７６】
　図１１に示すように、装置１１００は、監視ユニット１１０２と送信ユニット１１０４
とを含む。監視ユニット１１０２は、ユーザデータを搬送するために分散型ユニットとユ
ーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視するように
設定されている。送信ユニット１１０４は、集中型ユニットに、１つまたは複数のデータ
無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを送信するように設定されている。
【００７７】
　図１２に、ワイヤレスネットワーク（たとえば図１に示すワイヤレスネットワーク）に
おける装置１２００の概略的ブロック図を示す。この装置は、基地局またはネットワーク
ノード（たとえば上述のｇＮＢ）の分散型ユニットにおいて実装可能である。装置１２０
０は、図１０を参照しながら説明した例示の方法と、場合によっては本明細書に記載され
ている任意のその他のプロセスまたは方法とを実行するように動作可能である。また、図
１０の方法は、必ずしも装置１２００のみによっては実行されないことを理解されたい。
この方法の少なくとも一部の動作を１つまたは複数の他のエンティティによって実行する
ことができる。
【００７８】
　装置１２００は、処理回路１２０２と、非一時的マシン可読媒体１２０４と、１つまた
は複数のインターフェース１２０６とを含む。処理回路１２０２は、１つまたは複数のマ
イクロプロセッサまたはマイクロコントローラと、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ
）、特殊目的デジタルロジックなどのその他のデジタルハードウェアとを含み得る。マシ
ン可読媒体１２０４は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ、キャ
ッシュメモリ、フラッシュメモリデバイス、光学式記憶装置などの１種類または数種類の
メモリを含み得る、メモリを含み得る。マシン可読媒体は命令を記憶し、命令は、処理回
路１２０２によって実行されると、装置１２００に、ユーザデータを搬送するために分散
型ユニットとユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を
監視させ、その１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセー
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ジを集中型ユニットに送信させる。
【００７９】
　図１３に、特定の実施形態による方法を示す。この方法は、基地局の集中型ユニットに
よって実行可能である。基地局は分離型ユニットをさらに含み得る。この方法は、ステッ
プ１３１２で開始し、集中型ユニットが１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の
分散型ユニットから、ユーザデータを搬送するために第１の分散型ユニットとユーザ機器
との間に確立された１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報
告メッセージを受信する。
【００８０】
　図１４に、ワイヤレスネットワーク（たとえば図１に示すワイヤレスネットワーク）に
おける装置１４１０の概略的ブロック図を示す。この装置は、基地局またはネットワーク
ノード（たとえば上述のｇＮＢ）の集中型ユニットにおいて実装可能である。装置１４１
０は、図１３を参照しながら説明した例示の方法と、場合によっては本明細書に記載され
ている任意の他のプロセスまたは方法を実行するように動作可能である。また、図１３の
方法は必ずしも装置１４１０のみによっては実行されないことを理解されたい。この方法
の少なくとも一部の動作が１つまたは複数の他のエンティティによって実行可能である。
【００８１】
　仮想装置１４１０は、１つまたは複数のマイクロプロセッサまたはマイクロコントロー
ラを含み得る、処理回路、ならびに、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、専用デジタル
ロジックなどを含み得る、他のデジタルハードウェアを含み得る。処理回路は、１つまた
はいくつかのタイプのメモリ、たとえば、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアク
セスメモリ、キャッシュメモリ、フラッシュメモリデバイス、光学式記憶装置など、を含
み得るメモリに記憶されたプログラムコードを実行するように設定され得る。いくつかの
実施形態では、メモリに記憶されたプログラムコードは、１つまたは複数の電気通信およ
び／またはデータ通信プロトコルを実行するためのプログラム命令ならびに本明細書に記
載の技法のうちの１つまたは複数を実行するための命令を含む。実装形態によっては、処
理回路を使用して、受信ユニット１４１２と、装置１４１０の任意のその他の適合するユ
ニットとに、本開示の１つまたは複数の実施形態による対応する機能を実行させることが
できる。
【００８２】
　図１４に示すように、装置１４１０は受信ユニット１４１２を含む。受信ユニット１４
１２は、１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニットから、ユーザデ
ータを搬送するために第１の分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１つまたは
複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを受信するように
設定されている。
【００８３】
　図１５に、ワイヤレスネットワーク（たとえば図１に示すワイヤレスネットワーク）に
おける装置１５１０の概略的ブロック図を示す。この装置は、基地局またはネットワーク
ノード（たとえば上述のｇＮＢ）の集中型ユニットにおいて実装可能である。装置１５１
０は、図１３を参照しながら説明した例示の方法と、場合によっては本明細書で開示され
ている任意のその他のプロセスまたは方法とを実行するように動作可能である。また、図
１３の方法は、必ずしも装置１５１０のみによっては実行されないことを理解されたい。
この方法の少なくとも一部の動作は１つまたは複数の他のエンティティによって実行可能
である。
【００８４】
　装置１５１０は、処理回路１５１２と、非一時的マシン可読媒体１５１４と、１つまた
は複数のインターフェース１５１６とを含む。処理回路１５１０は、１つまたは複数のマ
イクロプロセッサまたはマイクロコントローラと、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ
）、特殊目的デジタルロジックなどを含み得るその他のデジタルハードウェアとを含み得
る。マシン可読媒体１５１４は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモ
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リ、キャッシュメモリ、フラッシュメモリデバイス、光学式記憶装置などの１種類または
数種類のメモリを含み得る、メモリを含み得る。マシン可読媒体は命令を記憶し、命令は
、処理回路１５１２によって実行されると、装置１５１０に、１つまたは複数の分散型ユ
ニットのうちの第１の分散型ユニットから、ユーザデータを搬送するために第１の分散型
ユニットとユーザ機器との間に確立されている１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラ
の活動を示す標識を含む報告メッセージを受信させる。
【００８５】
　図１６に、特定の実施形態による方法を示す。この方法は、基地局の集中型ユニットで
実行可能である。基地局は、分散型ユニットをさらに含み得る。ユーザデータを搬送する
ために基地局とユーザ機器との間に１つまたは複数の無線ベアラが確立される。集中型ユ
ニットは、ユーザプレーンエンティティとコントロールプレーンエンティティとを実装す
る。
【００８６】
　この方法は、ステップ１６１２で開始し、ユーザプレーンエンティティが１つまたは複
数の無線ベアラの活動を監視する。
【００８７】
　図１７に、ワイヤレスネットワーク（たとえば図１に示すワイヤレスネットワーク）に
おける装置１７１０の概略的ブロック図を示す。この装置は、基地局またはネットワーク
ノード（たとえば上述のｇＮＢ）の集中型ユニットにおいて実装可能である。装置１７１
０は、図１６を参照しながら説明した例示の方法と、場合によっては本明細書で開示され
ている任意のその他のプロセスまたは方法とを実行するように動作可能である。また、図
１６の方法は、必ずしも装置１７１０のみによっては実行されないことを理解されたい。
この方法の少なくとも一部の動作は１つまたは複数の他のエンティティによって実行可能
である。
【００８８】
　仮想装置１７１０は、１つまたは複数のマイクロプロセッサまたはマイクロコントロー
ラと、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特殊目的デジタルロジックなどを含み得
るその他のデジタルハードウェアとを含み得る、処理回路を含み得る。処理回路は、読み
取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ、キャッシュメモリ、フラッシュメ
モリデバイス、光学式記憶装置などの１種類または数種類のメモリを含み得るメモリに記
憶された、プログラムコードを実行するように設定可能である。メモリに記憶されている
プログラムコードは、いくつかの実施形態では、１つまたは複数の電気通信プロトコルお
よび／またはデータ通信プロトコルと、本明細書に記載されている１つまたは複数の技法
とを実行するための命令とを実行するためのプログラム命令を含む。いくつかの実装形態
において、処理回路は、監視ユニット１７１２および装置１７１０の任意の他の適切なユ
ニットに本開示の１つまたは複数の実施形態による対応する機能を実行させるために使用
され得る。
【００８９】
　図１７に示すように、装置１７１０は監視ユニット１７１２を含む。監視ユニット１７
１２は１つまたは複数の無線ベアラの活動を監視するように設定されている。
【００９０】
　図１８に、ワイヤレスネットワーク（たとえば図１に示すワイヤレスネットワーク）に
おける装置１８００の概略的ブロック図を示す。この装置は、基地局またはネットワーク
ノード（たとえば上述のｇＮＢ）の集中型ユニットにおいて実装可能である。装置１８０
０は、図１６を参照しながら説明した例示の方法と、場合によっては本明細書で開示され
ている任意のその他のプロセスまたは方法を実行するように動作可能である。また、図１
６の方法は、必ずしも装置１８００のみによっては実行されないことを理解されたい。こ
の方法の少なくとも一部の動作は、１つまたは複数の他のエンティティによって実行可能
である。
【００９１】
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　装置１８００は、処理回路１８０２と、非一時的マシン可読媒体１８０４と、１つまた
は複数のインターフェース１８０６とを含む。処理回路１８０２は、１つまたは複数のマ
イクロプロセッサまたはマイクロコントローラと、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ
）、特殊目的デジタルロジックなどを含み得るその他のデジタルハードウェアとを含み得
る。マシン可読媒体１８０４は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモ
リ、キャッシュメモリ、フラッシュメモリデバイス、光学式記憶装置などの１種類または
数種類のメモリを含み得る、メモリを含み得る。マシン可読媒体は、処理回路１８０２に
よって実行されると装置１８００に１つまたは複数の無線ベアラの活動を監視させる命令
を記憶する。
【００９２】
　以上の開示は、無線ベアラおよびデータ無線ベアラのレベルでの非アクティブ状態の報
告に焦点を合わせていた。当業者は、上記の説明および以下に記載する実施形態の範囲か
ら実質的に逸脱することなく、異なる細分化レベルでの非アクティブ状態も報告可能であ
ることがわかるであろう。たとえば、（データ無線ベアラよりも細かい細分化である）Ｑ
ｏＳフローごとの非アクティブ状態を監視および／または報告してもよい。上記の実施形
態のすべてと同様に、活動はＤＵにおいて監視可能であり、ＣＵに報告可能であり、また
はＣＵで監視可能である。いずれの場合も、ＣＵは、データ無線ベアラに関連するすべて
のＱｏＳフローが非アクティブであったとして示されるかまたは判定された場合にのみ、
その特定のデータ無線ベアラが非アクティブであると判定することができる。
【００９３】
　ユニットという用語は、電子工学、電気デバイスおよび／または電子デバイスの分野に
おける従来の意味を有し得、たとえば、本明細書に記載されているものなどのような、電
気および／または電子回路、デバイス、モジュール、プロセッサ、メモリ、ロジックソリ
ッドステートおよび／またはディスクリートデバイス、それぞれのタスク、プロシージャ
、計算、出力、および／または表示機能を実行するためのコンピュータプログラムまたは
命令などを含み得る。
【００９４】
　疑義を回避するために、以下の番号付き明細に本開示の実施形態を記載する。
【００９５】
グループＡ実施形態
　１．基地局の分散型ユニットにおける方法であって、基地局は集中型ユニットをさらに
含み、上記方法は、
　ユーザデータを搬送するために分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１つま
たは複数のデータ無線ベアラの活動を監視することと、
　集中型ユニットに、１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メ
ッセージを送信することとを含む方法。
【００９６】
　２．１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数のデータ
無線ベアラのうちの少なくとも１つが非アクティブであることを示す標識を含む、実施形
態１に記載の方法。
【００９７】
　３．１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数のデータ
無線ベアラのすべてが非アクティブであることを示す標識を含む、実施形態２に記載の方
法。
【００９８】
　４．１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数のデータ
無線ベアラのそれぞれについて、それぞれのデータ無線ベアラが非アクティブであるか否
かに関するそれぞれの標識を含む、実施形態１または２に記載の方法。
【００９９】
　５．１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、報告メッセージの情報要
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素内で提供される、実施形態１から４のいずれか１つに記載の方法。
【０１００】
　６．報告メッセージはＵＥコンテキスト修正要求（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）メッセージを含む、実施形態１から５のいずれか１つに記
載の方法。
【０１０１】
　７．報告メッセージはＦ１インターフェースを介して送信される、実施形態１から６の
いずれか１つに記載の方法。
【０１０２】
　８．報告メッセージに関して集中型ユニットから確認メッセージを受信することをさら
に含む、実施形態１から７のいずれか１つに記載の方法。
【０１０３】
　９．確認メッセージはＵＥコンテキスト修正確認（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉｒｍ）メッセージを含む、実施形態８に記載の方法。
【０１０４】
　１０．特定のデータ無線ベアラの活動を監視することが、
　少なくとも閾値期間、特定のデータ無線ベアラを介してユーザ機器と分散型ユニットと
の間でユーザデータが送信されていないと判定することを含む、実施形態１から９のいず
れか１つに記載の方法。
【０１０５】
　１１．基地局の集中型ユニットにおける方法であって、基地局は１つまたは複数の分散
型ユニットをさらに含み、上記方法は、
　１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニットから、ユーザデータを
搬送するために第１の分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１つまたは複数の
第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを受信することを含む方
法。
【０１０６】
　１２．１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数
の第１のデータ無線ベアラのうちの少なくとも１つが非アクティブであることを示す標識
を含む、実施形態１１に記載の方法。
【０１０７】
　１３．１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数
の第１のデータ無線ベアラのすべてが非アクティブであることを示す標識を含む、実施形
態１２に記載の方法。
【０１０８】
　１４．１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数
の第１のデータ無線ベアラのそれぞれについてそれぞれの第１のデータ無線ベアラが非ア
クティブであるか否かに関するそれぞれの標識を含む、実施形態１１または１２に記載の
方法。
【０１０９】
　１５．１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標識は、報告メッセージ
の情報要素内で提供される、実施形態１１から１４のいずれか１つに記載の方法。
【０１１０】
　１６．報告メッセージはＵＥコンテキスト修正要求（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）メッセージを含む、実施形態１１から１５のいずれか１
つに記載の方法。
【０１１１】
　１７．報告メッセージはＦ１インターフェースを介して受信される、実施形態１１から
１６のいずれか１つに記載の方法。
【０１１２】
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　１８．第１の分散型ユニットに報告メッセージに関して確認メッセージを送信すること
をさらに含む、実施形態１１から１７のいずれか１つに記載の方法。
【０１１３】
　１９．確認メッセージはＵＥコンテキスト修正確認（Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｍｏｄｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉｒｍ）メッセージを含む、実施形態１８に記載の方法。
【０１１４】
　２０．特定のデータ無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、その特定の
無線ベアラを削除することをさらに含む、実施形態１１から１９のいずれか１つに記載の
方法。
【０１１５】
　２１．ユーザ機器に関連するすべてのデータ無線ベアラが非アクティブであるとの判定
に応答して、ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始することをさらに含む、実
施形態１１から２０のいずれか１つに記載の方法。
【０１１６】
　２２．１つまたは複数の分散型ユニットのうちの１つまたは複数の第２の分散型ユニッ
トからそれぞれの報告メッセージを受信することをさらに含み、それぞれの報告メッセー
ジは、ユーザデータを搬送するために１つまたは複数の第２の分散型ユニットとユーザ機
器との間に確立された１つまたは複数の第２のデータ無線ベアラの活動を示すそれぞれの
標識を含む、実施形態１１から２１のいずれか１つに記載の方法。
【０１１７】
　２３．第１および第２の無線ベアラを含む、ユーザ機器に関連するすべてのデータ無線
ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、ＵＥが非アクティブであると判定する
ことをさらに含む、実施形態２２に記載の方法。
【０１１８】
　２４．ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局から報告メッセージ
を受信することをさらに含み、報告メッセージはユーザデータを搬送するために第２の基
地局とユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む、実施形態１１から２３のいずれか１つに記載の方法。
【０１１９】
　２５．ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局に報告メッセージを
送信することをさらに含み、報告メッセージは１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動
を示す標識を含む、実施形態１１から２４のいずれか１つに記載の方法。
【０１２０】
　２６．基地局の集中型ユニットにおける方法であって、基地局は分散型ユニットをさら
に含み、
　ユーザデータを搬送するために基地局とユーザ機器との間に１つまたは複数の無線ベア
ラが確立され、集中型ユニットはユーザプレーンエンティティとコントロールプレーンエ
ンティティとを実装し、この方法はユーザプレーンエンティティにおいて、
　１つまたは複数の無線ベアラの活動を監視することを含む方法。
【０１２１】
　２７．ユーザプレーンエンティティにおいて、１つまたは複数の無線ベアラの活動を示
す標識を含む報告メッセージをコントロールプレーンエンティティに送信することをさら
に含む、実施形態２５に記載の方法。
【０１２２】
　２８．コントロールプレーンエンティティにおいて、
　特定の無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、その特定の無線ベアラを
削除することをさらに含む、実施形態２５または２６に記載の方法。
【０１２３】
　２９．コントロールプレーンエンティティにおいて、
　ユーザ機器に関連するすべての無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、
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ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始することをさらに含む、実施形態２５か
ら２７のいずれか１つに記載の方法。
【０１２４】
　３０．ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地ステーションに報告メ
ッセージを送信することをさらに含み、報告メッセージは１つまたは複数の無線ベアラの
活動を示す標識を含む、実施形態２５または２６に記載の方法。
【０１２５】
　３１．ユーザプレーンエンティティによって実行されるステップが、ユーザプレーンエ
ンティティのパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤで実行され
る、実施形態２５から２９のいずれか１つに記載の方法。
【０１２６】
　３２．１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数の無線ベアラ
のうちの少なくとも１つが非アクティブであることを示す標識を含む、実施形態２５から
３０のいずれか１つに記載の方法。
【０１２７】
　３３．１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数の無線ベアラ
のすべてが非アクティブであることを示す標識を含む、実施形態３１に記載の方法。
【０１２８】
　３４．１つまたは複数の無線ベアラの活動を示す標識は、１つまたは複数の無線ベアラ
のそれぞれについて、それぞれの無線ベアラが非アクティブであるか否かに関するそれぞ
れの標識を含む、実施形態２５から３０のいずれか１つに記載の方法。
【０１２９】
　３５．集中型ユニットは、無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ（ＲＲＣ））と、サービスデータアダプテーションプロトコル（Ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｄａｔａ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＳＤＡＰ））と、パケットデー
タコンバージェンスプロトコル（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ））プロトコルとのうちの１つまたは複数を実装する、実施形
態１から３４のいずれか１つに記載の方法。
【０１３０】
　３６．分散型ユニットが、無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（
ＲＬＣ））プロトコルと、媒体アクセス制御（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ（ＭＡＣ））プロトコルと、エアインターフェースの物理レイヤとのうちの１つまたは
複数を実装する、実施形態１から３５のいずれか１つに記載の方法。
【０１３１】
グループＢ実施形態
　３７．基地局であって、
　－グループＡの実施形態のいずれかの実施形態のステップのいずれかを実行するように
設定された処理回路と、
　－基地局に電力を供給するように設定された電源回路とを含む基地局。
【０１３２】
　３８．以下を備えるホストコンピュータを含む通信システム：
　－ユーザデータを提供するように設定された処理回路と、
　－ユーザ機器（ＵＥ）への送信のためにセルラネットワークにユーザデータを転送する
ように設定された通信インターフェース、
　－そこで、セルラネットワークは、無線インターフェースおよび処理回路を有する基地
局を備え、基地局の処理回路は、グループＡの実施形態のうちのいずれかの実施形態のス
テップのいずれかを実行するように設定される。
【０１３３】
　３９．基地局をさらに含む、前の実施形態の通信システム。
【０１３４】
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　４０．さらにＵＥを含む、前の２実施形態の通信システムであり、そこで、ＵＥは、基
地局と通信するように設定される。
【０１３５】
　４１．前の３実施形態の通信システム、そこで：
　－ホストコンピュータの処理回路は、ホストアプリケーションを実行するように設定さ
れ、それにより、ユーザデータを提供し、そして、
　－ＵＥは、ホストアプリケーションと関連するクライアントアプリケーションを実行す
るように設定された処理回路を備える。
【０１３６】
　４２．ホストコンピュータ、基地局およびユーザ機器（ＵＥ）を含む通信システムにお
いて実装される方法、本方法は以下を含む：
　－ホストコンピュータにおいて、ユーザデータを提供することと、
　－ホストコンピュータにおいて、基地局を備えたセルラネットワークを介してＵＥにユ
ーザデータを運ぶ送信を開始すること、そこで、基地局は、グループＡの実施形態のうち
のいずれかの実施形態のステップのいずれかを実行する。
【０１３７】
　４３．基地局において、ユーザデータを送信することをさらに含む、前の実施形態の方
法。
【０１３８】
　４４．ユーザデータが、ホストアプリケーションを実行することによってホストコンピ
ュータにおいて提供される、前の２実施形態の方法であって、ホストアプリケーションと
関連するクライアントアプリケーションをＵＥにおいて実行することをさらに含む、方法
。
【０１３９】
　４５．ユーザ機器（ＵＥ）から基地局への送信から生じるユーザデータを受信するよう
に設定された通信インターフェースを含むホストコンピュータを含む通信システムであっ
て、
　基地局は無線インターフェースと処理回路とを含み、基地局の処理回路はグループＡの
実施形態のいずれかの実施形態のステップのいずれかを実行するように設定された通信シ
ステム。
【０１４０】
　４６．基地局をさらに含む、前の実施形態の通信システム。
【０１４１】
　４７．ＵＥをさらに含み、ＵＥは基地局と通信するように設定された、実施形態４５ま
たは４６に記載の通信システム。
【０１４２】
　４８．－ホストコンピュータの処理回路はホストアプリケーションを実行するように設
定され、
　－ＵＥはホストアプリケーションに関連するクライアントアプリケーションを実行する
ように設定され、それによってホストコンピュータによって受信されるユーザデータを提
供する、実施形態４５から４７のいずれか１つに記載の通信システム。
【０１４３】
略語
本開示では、以下の略語のうちの少なくとも一部が使用されている場合がある。
５ＧＣ　　５Ｇコアネットワーク
５ＧＳ　　５Ｇシステム
ＡＭＦ　　アクセスおよびモビリティ管理機能
ＣＰ　　コントロールプレーン
ＣＵ　　集中型ユニット
ＣＵ－ＣＰ　　ＣＵコントロールプレーン
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ＣＵ－ＵＰ　　ＣＵユーザプレーン
ＤＬ　　ダウンリンク
ＤＲＢ　　データ無線ベアラ
ＤＵ　　分散型ユニット
Ｅ１　　ＣＵ－ＵＰとＣＵ－ＣＰとの間のインターフェース
ＥＮ－ＤＣ　　ＥＵＴＲＡＮ－ＮＲデュアル接続
ＥＰＳ　　エボルブドパケットシステム
Ｅ－ＵＴＲＡ　　エボルブドＵＴＲＡ
Ｅ－ＵＴＲＡＮ　　エボルブドＵＴＲＡＮ
Ｆ１　　ｇＮＢ－ＣＵとｇＮＢ－ＤＵとの間のインターフェース
Ｆ１ＡＰ　　ｇＮＢ－ＣＵのＣＵ－ＣＰ部とｇＮＢ－ＤＵとの間のＦ１インターフェース
部のためのＦ１アプリケーションプロトコル
ＦＤＤ　　周波数分割複信
ｅＮＢ　　Ｅ－ＵＴＲＡＮノードＢまたはエボルブドノードＢ。ＵＥとの通信のためのＬ
ＴＥエアインターフェースをサポートするＲＡＮノード（基地局）
ｇＮＢ　　ＵＥとの通信のための新無線（ＮＲ）エアインターフェースをサポートするＲ
ＡＮノード（基地局）
ｇＮＢ－ＣＵ　　ｇＮＢ集中型ユニット
ｇＮＢ－ＤＵ　　ｇＮＢ分散型ユニット
ＬＴＥ　　ロングタームエボリューション
ＮＧ　　ｇＮＢとＡＭＦとの間のインターフェース
ＮＢ－Ｆｌｅｘ　　ｇＮＢとＡＭＦとの間のＮＧインターフェースの柔軟性のある確立の
ための機能
ＮＧ－ＲＡＮ　　ＮＧ無線アクセスネットワーク
ＰＤＣＰ　　パケットデータコンバージェンスプロトコル
ＱｏＳ　　クオリティオブサービス
ＲＡＮ　　無線アクセスネットワーク
ＲＮＬ　　無線ネットワークレイヤ
ＲＲＣ　　無線リソース制御
ＳＤＡＰ　　サービスデータアダプテーションプロトコル
ＴＤＤ　　時分割複信
ＴＮＬ　　トランスポートネットワークレイヤ
ＴＴＩ　　伝送時間間隔
ＵＥ　　ユーザ機器
ＵＬ　　アップリンク
ＵＰ　　ユーザプレーン
ＵＭＴＳ　　ユニバーサルモバイル通信システム
ＵＴＲＡ　　ＵＭＴＳ地上無線アクセス
ＵＴＲＡＮ　　ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク
Ｘ２　　ＥＮ－ＤＣシナリオのためのｅＮＢとｇＮＢとの間のインターフェース
Ｘ２ＡＰ　　ｅＮＢとｇＮＢとの間または２つのｅＮＢの間のＸ２コントロールプレーン
インターフェースのためのＸ２アプリケーションプロトコル
Ｘ２－Ｃ　　Ｘ２コントロールプレーン
Ｓ１　　ｅＮＢとＭＭＥとの間のインターフェース
Ｓ１－Ｕ　　ｅＮＢとＳ－ＧＷとの間のＳ１ユーザプレーンインターフェース
Ｓ－ＧＷ　　サービングゲートウェイ
Ｘｎ　　非ＥＮ－ＤＣの場合の２つのｇＮＢの間またはｅＮＢとｇＮＢとの間のインター
フェース
ＸｎＡＰ　　Ｘｎアプリケーションプロトコル
Ｘｎ－Ｃ　　Ｘｎコントロールプレーン
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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月29日(2020.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局の分散型ユニット（２１２、３１２）における方法であって、前記基地局は集中
型ユニット（２１６、３１６）をさらに含み、前記方法は、
　ユーザデータを搬送するために前記分散型ユニットとユーザ機器（２１０、３１０）と
の間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視すること（１００２）
と、
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを前記
集中型ユニットに送信すること（２０２、３０２ａ、１００４）とを含む方法。
【請求項２】
　前記基地局は１つまたは複数の分散型ユニット（２１２、２１４、３１２）をさらに含
み、前記方法は、
　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニット（２１２、３１２
）から、ユーザデータを搬送するために前記第１の分散型ユニットとユーザ機器（２１０
、３１０）との間に確立された１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む報告メッセージを受信すること（１３１２、２０２）を含む方法。
【請求項３】
　基地局のための分散型ユニット（２１２、３１２、１２００）であって、前記基地局は
集中型ユニット（２１６、３１６）をさらに含み、前記分散型ユニットは処理回路（１２
０２）と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒体（１２０４）とを含み、前記命令は、
前記処理回路によって実行されると、前記分散型ユニットに、
　ユーザデータを搬送するために前記分散型ユニットとユーザ機器との間に確立された１
つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を監視させ（１００２）、
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標識を含む報告メッセージを前記
集中型ユニットに送信させる（２０２、３０２ａ、１００４）、分散型ユニット。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまたは複数
のデータ無線ベアラのそれぞれについて、前記それぞれのデータ無線ベアラが非アクティ
ブであるか否かに関するそれぞれの標識を含む、請求項３に記載の分散型ユニット。
【請求項５】
　前記報告メッセージがＦ１インターフェースを介して送信される、請求項３または４に
記載の分散型ユニット。
【請求項６】
　前記分散型ユニットは、
　少なくとも閾値期間、特定のデータ無線ベアラを介して前記ユーザ機器（２１０、３１
０）と前記分散型ユニットとの間でユーザデータが送信されていないと判定すること（２
０１、３０１）によって、前記特定のデータ無線ベアラの活動を監視させられる、請求項
３から５のいずれか一項に記載の分散型ユニット。
【請求項７】
　基地局のための集中型ユニット（２１６、３１６、１５１０）であって、前記基地局は
１つまたは複数の分散型ユニット（２１２、２１４、３１２）をさらに含み、前記集中型
ユニットは、処理回路（１５１２）と、命令を記憶する非一時的マシン可読媒体（１５１
４）とを含み、前記命令は、前記処理回路によって実行されると前記集中型ユニットに、
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　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの第１の分散型ユニット（２１２、３１２
）から、ユーザデータを搬送するために前記第１の分散型ユニットとユーザ機器（２１０
、３１０）との間に確立された１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む報告メッセージを受信させる（１３１２、２０２）、集中型ユニット。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の第１のデータ無線ベアラの活動を示す前記標識は、前記１つまた
は複数の第１のデータ無線ベアラのそれぞれについて、前記それぞれの第１のデータ無線
ベアラが非アクティブであるか否かに関するそれぞれの標識を含む、請求項７に記載の集
中型ユニット。
【請求項９】
　前記報告メッセージはＦ１インターフェースを介して受信される、請求項７または８に
記載の集中型ユニット。
【請求項１０】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　特定のデータ無線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記特定の無線ベ
アラを削除（２０３、３０３）させられる、請求項７から９のいずれか一項に記載の集中
型ユニット。
【請求項１１】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器に関連するすべてのデータ無線ベアラが非アクティブとの判定に応答し
て、前記ユーザ機器の状態を変更するプロシージャを開始（２０３、３０３）させられる
、請求項７から１０のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項１２】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記１つまたは複数の分散型ユニットのうちの１つまたは複数の第２の分散型ユニット
（２１４）からそれぞれの報告メッセージを受信（２０２ａ）させられ、前記それぞれの
報告メッセージは、ユーザデータを搬送するために前記１つまたは複数の第２の分散型ユ
ニットと前記ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数の第２のデータ無線ベアラの
活動を示すそれぞれの標識を含む、請求項７から１１のいずれか一項に記載の集中型ユニ
ット。
【請求項１３】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記第１および第２の無線ベアラを含む、前記ユーザ機器に関連するすべてのデータ無
線ベアラが非アクティブであるとの判定に応答して、前記ユーザ機器が非アクティブであ
ると判定させられる、請求項１２に記載の集中型ユニット。
【請求項１４】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局から報告メッセージを
受信させられ、前記報告メッセージは、ユーザデータを搬送するために前記第２の基地局
と前記ユーザ機器との間に確立された１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す標
識を含む、請求項７から１３のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
【請求項１５】
　前記集中型ユニットは、さらに、
　前記ユーザ機器にデュアル接続サービスを提供する第２の基地局に報告メッセージを送
信させられ、前記報告メッセージは前記１つまたは複数のデータ無線ベアラの活動を示す
標識を含む、請求項７から１４のいずれか一項に記載の集中型ユニット。
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